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判例研究

[
事
実
】

被
害
者
A
は
、
ギ
成
一
一
年
一
月
一
四
日
、
横
断
歩
道
上
で
自
動
半
に

衝
突
き
れ
る
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た

υ
A
は
、
本
件
事
故
の
当
同
会

社
員
で
あ
り
、
本
件
事
故
に
よ
り
逸
失
利
益
(
勤
務
先
に
お
い
て
定
年
ま

で
勤
務
す
れ
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
給
ワ
、

昔
、
日
、
退
職
一
時
金
足
ぴ
退

職
年
金
枯
び
に
た
引
退
職
後
に
他
で
絃
働
し
て
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
収

入
)
等
の
財
産
的
損
害
及
び
精
神
的
約
書
を
被
ワ
た
じ

vu
は
加
古
半
山
の

逆
転
者
で
あ
り
、

vr
は
、
加
宮
市
早
両
の
保
有
高
で
あ
る
の

A
の
相
続
人
は
、
そ
の
父
母
で
あ
る
丸
及
び
日
で
あ
っ
た

n
B
は
、
本

件
事
此
の
後
に
死
亡
し
、
犬
で
あ
る
芯
及
ぴ
L
J
で
あ
る

X
が
そ
の
相
続
人

と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
丸
が
凶
分
の
一
、
v
M
が
川
分
の
の
件
割
合
で
、

A
の
Y
ら
に
対
寸
る
初
声
賠
悩
請
求
梓
を
取
得
し
た
、
ま
た
、

X
ら
は
、

本
判
事
故
に
よ
り
凶
有
の
損
会
(
弁
護
上
輩
出
、
葬
儀
費
崩
等
)
を
絞
っ

た
と
よ
正
抗
し
た
。
他
方
、

X
ら
は
、

V
成

一

年

一

月

八

日

、

山

動

車

損
吉
賠
償
責
仔
保
険
か
ら
、
本
件
事
故
の
自
動
車
照
害
賠
償
保
険
命
的
支

払
を
受
け
た
「
以
下
、
こ
れ
を
「
本
作
ハ
賠
責
保
険
金
」
と
い
う
{
}
)
つ
ま

た
、
丸
は
、
平
成
一
凶
年
同

H
一
十
八
日
か
ら
い

γ成
合

午

凶

月

H
ま
で

の
聞
に
労
働
者
災
害
袖
償
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
年
ん
じ
、
平
成
二

年
八
月
一
口
か
ら
平
成
一
五
年
川
川
一
五

H
ま
で
の
聞
に
厚
司
年
金
保

険
法
に
基
づ
く
遺
族
厚
生
年
金
の
立
払
を
交
け
た
(
以
下
、
こ
れ
ら
の

1

へ
ム
を
「
本
件
造
成
年
金
」
と
総
称
し
、
こ
れ
と
本
件
川
賠
責
保
険
金
と
を

作
わ
せ
て
「
本
刊
向
賠
責
保
険
金
等
」
と
い
う
の
)
、

本
件
は
、

X
ら
が
、

Y
ら
に
対
し
て
、
民
法
ヒ

O
九
条
及
び
自
動
市
初

会
防
償
保
障
法
一
条
に
基
づ
き
、
本
刊
事
故
に
よ
る
損
合
防
併
を
求
め
る

訴
訟
で
あ
る
の
損
害
績
の
持
J

疋
に
悶
し
、

X
ら
は
、
第
に
、
本
件
追
放

年
余
は
、

X
ら
が
胎
山
聞
を
求
め
得
る
似
害
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
な
い
、
第
二
に
、
本
刊
自
賠
責
保
険
金
は
、

X
ら
が
賠
償
を
求
め
得
る

損
右
傾
か
ら
控
除
さ
れ
る
が
、
ま
ず
、
損

3
金
の
全
額
に
対
す
る
事
故
の

口
か
ら
白
蛇
責
保
険
金
の
主
給
円
ま
で
の
民
法
所
定
の
遅
延
損
合
金
に
充

当
さ
れ
、
次
い
で
、
そ
の
伐
瀬
が
照
宵
金
の
一
川
本
に
充
当
さ
れ
る
と
十
張
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し
た
り

Y
ち
に
相
吉
賠
償
責
仔
が
あ
る
こ
と
を
芯
め
た
卜
で
、
以
卜

の
よ
う
に
判
一
ボ
)
て

X
ら
の
上
記
ギ
張
を
排
斥
し
て
、

X
ら
の
請
止
を
一

部
認
容
す
る
に
と
と
め
た
。
す
な
わ
ち
、
河
本
件
遺
族
汁
ん
じ
は
、

X
ら
が

賠
償
を
求
め
得
る
損
合
額
か
ら
同
日
除
さ
れ
る
υ

⑦
一
不
法
行
為
に
よ
る
損
古

賠
償
請
求
権
は
似
詐
相
殺
的
な
処
埋
を
わ
っ
た
後
の
組
合
額
に
つ
い
て
成

六
す
る
の
で
あ
っ
て
、
出
採
相
殺
的
な
処
理
を
す
る
前
の
見
掛
け
の
損
古

額
に
お
い
て
旧
間
半
円
賠
悩
請
求
梓
が
成
立

L
、
そ
の
債
務
が
不
法
行
為
の
け

か
ら
遅
滞
に
陥
っ
た
後
、
本
作
fl賠
責
保
険
金
等
に
よ
っ
て
一
部
弁
済
さ

れ
た
と
み
る
こ
と
は
当
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
弁
汚
充
当
に
関
す
る

原
審
は
、



民事判例研究 (1) 

民
法
の
制
定
を
適
用
又
は
類
排
適
用
す
る
余
地
は
な
い

こ
れ
に
対
し
て
、

X
ら
が
川
口
受
理
中
有
て
を
し
、
こ
れ
が
受
理
さ
れ

た
。
ト
告
受
理
申
立
て
理
由
は
、

N
U
!
の
と
お
り
で
あ
る
c

十
竹
丸
一
の
判
断
に
つ
い
て
、
長
判
平
成
一
年
一
心
月
二
六
日
交
民
三
一

番
立
り
一
一
三
頁
は
、
向
賠
責
保
険
で
文
弘
わ
れ
た
保
険
金
相
当
組
に

対
す
る
、
事
故
発
生
白
か
ら
自
附
責
保
険
金
支
払
円
ま
む
の
遅
延
悩
害
金

の
発
生
を
認
め
て
い
る
が
、
「
似
合
賠
償
請
求
権
は
、
こ
の
よ
う
な
処
理

を
加
え
た
後
の
真
の
田
町
ι

育
館
に
つ
い
て
成
六
す
る
も
の
と
さ
れ
る
」
と
す

る
原
審
の
論
理
に
よ
れ
ば
同
遅
延
蝿
合
金
が
充
生
す
る
余
地
は
な
く
、
明

ら
か
に
阿
判
例
に
違
反
す
る
。

十
円
①
の
判
断
に
つ
い
て
、
現
れ
の
厚
生
年
1
令
制
度
は
、
事
業
羊
と
従
業

員
と
が
折
半
し
て
保
険
料
を
納
付
し
、
そ
の
対
価
と
し
て
遺
族
汗
合
が
支

払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
軍
牛
刊
金
保
険
の
遺
族
介
ん
は
、
厚
生
刊

金
保
険
の
保
険
料
の
う
ち
、
恨
酬
比
例
部
分
と
対
側
関
係
に

v一
っ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
(
厚
ぺ
年
金
保
険
法
ー
ハ

O
条
て
そ
の
保
険
金
の
支
払
的
措

泣
は
生
命
保
険
に
Mm似
す
る
〔
ま
た
、
阿
置
抜
年
金
は
、
実
質
的
に
は
原

牛
年
金
保
険
の
右
齢
午
令
が
被
保
険
者
の
死
亡
に
よ
り
J
A
給
停
止
に
な
る

こ
と
の
代
わ
り
と
し
て
、
辿
族
の
牛
ザ
占
的
を
保
障
す
る

H
的
で
支
給
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
老
齢
厚
生
年
企
の
喪
失
に
よ
る
煩
舎
に
対
す
る
損
官
境
補

と
し
て
の
盈
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
厚
ヰ

1
金
保
険
の

ι
齢
年
金
喪
失
に
よ
る
旧
日
有
が
問
題
と
な
っ
一
て
い
な
い
本
件
に
お
い
て
、
阿
干

パ
汁
年
金
保
険
の
遺
族
年
1
人
レ
を
相
川
首
相
殺
の
対
象
と
す
る
こ
と
同
体
、
法
令

の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
、

【
判
旨
】
依
棄
迂
一
民

最
同
裁
は
、
ま
ず
、
打
直
一
に
関
し
て
、
「
Y
ら
の
日
否
貼
償
債
務
は
、

本
刊
宇
散
の
口
に
発
ぺ
し
、
か
つ
、
何
ら
の
催
告
を
挺
す
る
こ
と
な
く
、

遅
滞
に
陥
っ
た
も
の
で
あ
る
(
最
高
裁
唱
和
一
一
川
河
(
オ
)
第
一
七
号

同
一
仁
刊
九
月
四
日
第
一
小
法
廷
判
決
民
集
六
巻
九
号
一
八
一
川
氏

参
照
)
じ
本
件
白
賠
4
H
保
険
金
等
に
よ
っ
て
て
ん
補
さ
れ
る
娯
害
に
つ
い

て
も
、
本
件
事
故
向
か
ら
本
件
川
賠
責
保
険
金
等
の
支
払

H
ま
で
の
聞
の

遅
延
損
古
余
が
既
に
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
刊
向
賠
責
保
険

企
写
が
支
払
時
に
お
け
る
頃
合
金
の
元
本
及
び
遅
延
組
合
金
の
全
部
を
消

滅
さ
せ
る
に
足
り
な
い
と
き
は
、
遅
延
損
台
余
の
支
払
債
務
に
ま
ず
充
当

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
(
民
法
四
九
条
項

参
照
)
〔
」
と
し
て
、
こ
れ
に
反
す
る
原
審
の
判
断
に
は
、
法
令
の
僻
釈
適

用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る
と
し
た
。

次
い
で
、
十
村
山
の
遺
族
厚
生
年
合
的
控
除
に
関
し
て
、
「
不
法
わ
為
に

よ
り
死
亡
し
た
被
害
者
向
相
続
人
が
、
そ
の
死
亡
を
原
岡
と
し
て
遺
族
犀

川
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
と
き
は
、
被
害
者
が
支
給
を
d

受
け
る
べ
き

北法S7(2.~弘前 745



判例研究

障
有
志
礎
年
金
等
に
係
る
逸
夫
利
詩
だ
け
で
な
く
、
給
ヲ
収
入
斗
丁
を
今
日
め

た
逸
失
利
沿
全
般
と
の
関
係
で
、

V

へ
給
を
交
け
る
こ
と
が
昨
市
川
ん
し
た
辿
挟

厚
生
年
金
を
控
除
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
刊
示
し

た。
こ
の
他
、
原
群
が
遺
波
厚
川
年
金
等
に
つ
き
、
受
給
権
者
で
あ
る
V

ん
だ

け
で
な
く
、
そ
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い

X
と
の
関
係
む
も
鉛
益
桐
殺
を

し
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
原
審
の
判
断
に
違
法
が
あ
る

と
判
示
し
た
の

【
評
釈
】

本
判
決
の
意
義

本
判
決
は
、
小
法
れ
為
の
被
合
計
が
年
金
を
受
給

ν

て
い
な
い
現

役
の
労
働
長
等
で
あ
っ
た
場
什
、
被
古
布
に
年
金
の
ほ
か
に
給
与
収
入
等

が
あ
ロ
た
場
合
に
梢
益
相
殺
的
な
調
牲
を
す
べ
き
か
と
う
か
、
そ
し
て
、

控
除
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
逸
失
利
益
の
と
の
範
州
か
ら
作
除
す

べ
き
か
に
つ
い
て
、
最
同
裁
と
し
て
初
め
て
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
判
決
以
前
、

最
前
及
は
、
不
法
行
為
の
被
害
者
が
介
入
d
受
給
権
者
で

あ
っ
た
場
合
に
つ
き
、
不
法
行
為
に
よ
っ
て
被
害
者
が
化

L
L、
そ
の
担

小
企
防
償
品
求
権
を
取
得
し
た
相
続
人
が
不
法
れ
為
と
阿
の
原
因
に
よ
っ

て
利
訴
を
受
け
る
助
作
に
は
、
出
目
1
u
と
利
益
と
の
山
に
同
質
性
が
あ
る
限

り
、
公
w
l
の
見
地
か
ら
、
そ
の
利
益
の
績
を
当
該
相
続
人
が
加
古
布
に
対

し
て
賠
償
を
求
め
得
る
損
害
頼
か
ら
作
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
出
詩
相

殺
的
な
嗣
整
を
凶
る
こ
と
が
必
一
世
で
あ
る
と
し
て
、
遺
族
年
金
が
片
除
の

対
象
と
な
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
(
最
判
平
成

π利
二
日
片
岡
円
民
集
凶

じ
巻
川
号
一
(
り
一
一
九
白
(
)
(
以
ド
ヘ
「
平
成
計
午
判
決
」
と
い
う
。
)
ま
た
、

本
刊
で
問
題
と
さ
れ
た
遺
族
厚
生
午
令
に
つ
い
と
は
、
こ
れ
が
損
首
相
殺

的
な
調
枇
け
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
認
め
た
で
、
被
害
者
の
州
統
人
が
加

会
者
に
刈
し
て
防
併
を
求
め
得
る
照
宵
の
う
ち
、
逸
失
利
益
か
ら
持
除
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
(
最
一
判
ア
成
一
年
一

O
H

一
口
民
集
五

一
一
巻
ヒ
号
二
二
一
頁
)
(
以

I
、
「
↑
成
一
年
刊
決
一
と
い
う
。
)
。

〕か

ν
、
打
判
例
は
、
被
害
者
が
退
職
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
っ
た

事
案
及
び
障
害
基
健
汁
合
、
障
害
原
生
年
金
(
以
卜
、
両
首
を
台
わ
せ
て

「
障
古
苛
金
一
と
い
う
。
)
的
受
給
栓
者
で
あ
っ
た
事
案
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
川
相
詐
相
殺
的
な
調
幣
の
対
象
と
さ
れ
た
被
育
者
の
逸
失
利
詐
は
、

千
九
心
の
受
給
権
喪
失
に
よ
る
担
且
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
は
、

被
古
者
が
現
役
の
労
働
品
で
あ
る
事
索
で
あ
り
、
被
害
者
の
逸
失
利
採
は

給
与
収
人
情
寸
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
て
い
る
ご
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、

遺

族
年
金
と
の
関
係
に
お
い
て
円
山
首
相
殺
的
な
調
整
を
す
べ
き
か
と
う
か
、

北法;;7(2'234)746



そ
し
て
、
こ
れ
を
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
逸
失
利
益
の
う
ち
と
の

範
囲
か
ら
控
除
す
べ
き
か
に
つ
い
と
は
問
題
の
残
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

本
刊
決
は
、
不
法
わ
為
の
被
会
お
が
引
金
の
受
給
権
主
で
あ
コ
た
場
合
と

そ
う
で
な
か
っ
た
場
介
と
を

R
山
す
る
こ
と
な
く
、
被
害
者
の
逸
失
利
益

金
般
と
の
関
係
で
損
益
相
殺
的
な
珂
牲
を
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
点
に
お

い
て
、
ロ
眠
高
裁
と
し
て
初
め
て
判
断
を
不
し
た
も
の
で
あ
り
、
重
泣
な
意

義
を
有
す
る
つ

前
記
へ
の
一
の
点
、
す
な
わ
ち
、
白
航
費
保
険
合
等
に
よ
っ
て
損
害
の

部
が
て
ん
補
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
の
不
法
わ
為
時
か
ら
支
払

H
ま
で

の
出
延
損
宵
金
を
忍
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
閲
し
て
は
、
最
一

2 

民事判例研究 (1) 

一
宇
一
心
月
六
日
交
民
今
一
一
巻
立
口
一
一
一
一
一
頁
、
最
一
判

平
成
一
一
年
九
川
八
日
合
法
計
九
五
号
?
ハ
て
頁
が
こ
れ
を
肯
定
す
る
骨

の
判
断
を
不
し
て
い
る
3

ま
た
、
こ
れ
を
請
求
で
き
る
と
す
る
以
上
、
白

賠
責
保
険
合
仙
寺
が
支
払
時
に
お
け
る
ね
害
企
の
一
川
本
及
び
恒
延
損
宵
金
の

全
部
を
消
滅
さ
せ
る
に
足
り
な
い
と
き
は
、
ま
ず
遅
延
損
古
金
の
支
払
債

務
に
也
当
さ
れ
、
残
金
が
あ
る
と
き
は
一
川
本
に
也
当
さ
れ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

判
ア
成

本
判
決
は
、
こ
れ
に
反
す
る
原
審
的
判
断
に
は
違
法
が
あ
る
と
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
、
打
最
三
判
平
成
一
一
作
一
口
川
一
ハ

H
等
か

ら
し
て
自
明
で
あ
る
と
み
て
、
判
一
川
事
項
と
は
き
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
自
問
責
保
険
企
に
つ
き
遅
延
約
一
拝
金
か
ら
充
当
さ
れ

る
こ
と
は
、
十
h
E
刷
判
等
か
ら
す
る
と
特
段
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

置
成
年
金
に
つ
い
て
も
同
様
に
問
附
し
た
点
は
新
し
い
判
断
で
あ
り
、
実
務

重
要
な
広
義
を
有
す
る

3

そ
こ
で
本
詳
釈
で
は
、
遺
族
年
金
と
出
様
相
殺
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
前
抗
問
題
で
あ
る
社
会
保
障
給
付
と
重
複
抽
、
補
・
日
，
並
畑
殺
的
調
耽

と
の
悶
係
に
つ
い
て
論
じ
(
二
)
、
次
い
で
、
こ
れ
ら
に
閉
す
る
判
例
・

171μ
を
概
観
し
た
絞
(
一
)
、
本
件
の
判
旨
を
検
芯
す
る
(
阿
て
そ
し
て
、

本
刊
決
で
は
判
不
事
項
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
重
山
な
意
義
を
有
す
る
巡

狂
信
害
金
の
充
当
関
係
に
つ
き
検
流
し

(TZ
、
本
判
決
の
射
程
に
つ
い

て
考
え
る
(
六
)
。
最
筏
に
、
木
判
次
の
残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
述
べ

(t)
。

た

社
会
保
険
給
付
と
重
俊
填
補
・
損
話
相
殺
的
調
整

本
判
決
は
、
被
害
者
向
近
肢
が
、
不
法
行
為
を
契
機
と
し
て
、
相
害
賠

品川
債
権
と
遺
族
年
金
交
給
権
を
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

場
合
、
遺
族
は
、
同
の
原
凶
に
よ
っ
て
、
一
重
に
債
権
戸
利
益
」
を
得

る
こ
と
に
な
る
ご
し
か
)
、
不
法
わ
為
を
埋
白
と
す
る
婦
会
批
償
制
度
は
、

被
宥
者
が
不
法
行
為
に
よ
り
月
じ
た
不
利
益
を
抽
(
?
偏
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
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判例研究

て
も
、
不
法
行
為
か
ら
利
拾
を
佐
判
付
す
る
こ
と
を
認
め
ず
、
一
重
に
取
得

し
た
利
益
と
の
山
で
の
嗣
益
を
求
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
嗣
整
は
、

重
被
填
怖
の
詞
ゃ
あ
る
い
は
相
話
相
殺
的
利
整
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
本

判
決
の
場
合
に
も
、
こ
の
よ
う
な
調
牲
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
本

判
決
に
お
い
て
、
遺
族
の
取
得
し
た
遺
族
年
九
受
給
権
が
社
会
保
障
給
付

に
よ
る
も
の
む
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
で
は
、
社
会
保
障
給
付
と
主
紋
頃

補
・
損
益
相
殺
的
調
和
と
の
川
崎
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
つ

1
被
有
者
が
不
法
行
為
を
被
る
と
同
時
に
、
ギ
法
行
為
に
よ
り
生
じ

た
事
態
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
川
町
発
生
原
凶
に
基
づ
い
て
第
三
占
に
対

す
る
債
権
(
特
に
、
社
公
保
障
給
付
受
給
惟
)
を
取
得
し
た
と
い
う
場
合
、

一行

損
官
賠
悩
債
権
と
の
亘
後
域
袖
が
問
地
と
な
る
υ

十
刊
の
川
崎
ん
門
、
具
体
的
に

は
、
第
一
一
括
に
対
す
る
各
種
保
険
給
付
の
請
求
権
が
不
法
行
為
を
契
機
と

し
て
発
刊
す
る
場
合
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
場
介
、
一
却
す
で
に
支
払
わ

れ
た
、
ま
た
は
、
百
一
将
米
d

受
け
る
で
あ
ろ
う
給
付
を
損
害
額
か
ら
作
除
す

べ
き
か
否
か
の
問
題
が
生
じ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
桜
桧
相
殺
の
項

H
の

下
に
論
じ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る

相
話
相
殺
と
は
、
松
山
玉
有
が
不
法
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
被
る
と
同
時

に
、
同
の
原
凶
に
よ
っ
て
利
拾
を
豆
け
た
場
合
に
は
、
加
害
賠
償
額
的

決
定
に
際
て
そ
れ
を
防
併
さ
れ
る
べ
き
損
肯
績
か
ら
挫
除
す
る
こ
と
を

い
う
υ

不
法
行
為
を
埋
市
川
と
す
る
損
士
院
悩
川
岐
に
よ
り
、
被
会
首
は
、

不
法
行
為
に
よ
り
生
じ
た
不
利
拾
を
填
補
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ワ
て
も
、
不

法
行
為
か
ら
利
益
を
縄
得
す
る
こ
と
は
計
さ
れ
な
い
と
の
考
慮
、
あ
る
い

は
、
加
古
布
と
被
害
者
の
公

γ
の
伴
保
に
基
づ
く
と
き
れ
る
、

山
相
詩
相
殺
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
持
除
さ
れ
る
利
拾
の
範
阿
で

あ
る
υ

か
つ
て
は
、
ギ
法
行
為
と
相
当
因
果
関
係
に
あ
る
利
拾
が
片
除
さ

れ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
ご
は
、
加
害
行
為
と
利
益
の
関
係
に
で

は
な
く
、
生
じ
た
損
会
!
と
利
益
と
の
関
係
に
柑
円
し
て
、
ど
コ
設
利
拾
が
不

法
行
為
を
却
究
機
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
両
者
の
関
係
か

ら
し
て
初
話
相
殺
を
認
め
る
の
が
公
wー
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
、
向
者
に
「
法
的
同
質
怜
」
が
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
説
が

有
力
に
な
っ
て
い
る
。
最
古
裁
も
、
「
川
一
の
原
因
」
に
よ
っ
て
受
け
た
「
川

出
引
一
の
あ
る
利
掃
に
似
っ
て
持
除
す
べ
き
も
の
と
の
基
準
を
一
川

L
、
こ

れ
を
「
釘
話
相
殺
的
制
整
」
と
称
し
た
(
平
成
甘
刊
判
決
)
(

最
民
間
裁
は
、
「
相
益
相
殺
的
調
整
」
と
称
し
て
、
厳
滑
に
は
不
法
行
為

と
同
的
原
閃
に
よ
っ
て
受
け
た
利
益
と
つ
え
な
い
が
、
被
害
者
が
取
得

す
る
こ
と
と
な
っ
た
一
定
の
利
羊
に
つ
い
て
も
控
除
の
対
象
と
し
て
い

る
ο
し
か
し
、
「
担
話
相
殺
的
出
藍
」
の
場
面
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

不
法
行
為
に
よ
り
生
じ
た
事
態
を
前
提
と
し
て
、
別
何
の
原
因
に
慕
守
つ
い

て
党
牛

ν
た
紋
育
者
に
対
す
る
第
三
者
の
企
銭
給
付
債
務
(
件
担
保
険
給

付
写
)
ー
と
、
小
法
れ
為
に
来
づ
い
亡
光
生
し
た
被
合
計
に
対
す
る
加
害
者
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の
相
害
賠
償
債
務
と
の
競
合
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の

E
昧
に
お
い
て
、
「
担

持
相
殺
的
珂
件
」
の
問
題
は
、
屯
複
填
補
の
問
山
胞
の
一
部
で
あ
る
と
汁
え
る
、

2

置
抜
回
日
刊
年
金
に
つ
い
て
、
厚
生
年
金
保
険
法
(
N
M

卜
、
「
厚
年
比
」

と
い
う
。
)
合
九
条
は
、
被
保
険
者
で
あ
る
被
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
、

そ
の
者
の
死
亡
の
当
時
、
そ
の
告
に
よ
っ
て
川
討
を
維
持
し
て
い
た
お
(
配

偶
占
、
了
、
父
母
、
孫
止
は
相
父
母
)
を
受
給
権
者
と
す
る
。
本
件
で
は
、

被
保
険
者
で
あ
る
被
害
者
は
交
通
宇
放
に
よ
っ
て
死
亡
し
、
そ
の
遺
族
が

泣
波
厚
ぺ
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
同
時
に
、
被

3
留
の
死

亡
に
よ
っ
て
被
古
朽
の
悩
害
賠
償
請
求
権
を
相
続
に
よ
っ
て
取
得
し
て
い

る
。
こ
の
場
合
、
遺
族
は
、
被
害
者
の
死
ー
し
を
契
機
に
、

遺
族
厚
生
年
金

受
給
権
と
損
害
防
償
請
求
権
と
を
取
得
す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
重
惚
域
補

の
状
態
に
あ
る
c

し
た
が
っ
て
、
辺
校
が
茸
波
間
J

川
年
金
的
給
付
を
受
け

た
場
合
に
、
加
合
計
が
被
害
者
(
そ
の
相
続
人
)
に

um慣
す
べ
き
い
出
量
門
街

か
ら
給
付
額
の
全
額
又
は
一
部
を
控
除
す
べ
き
か
芹
か
と
い
う
附
屈
が
ぺ

じ
る
こ
と
と
な
る
。

民事判例研究 (1) 

一
般
消
と
し
て
、
不
法
わ
為
的
紋
合
計
な
い
し
遺
族
が
各
種
什
会
保
険

給
付
を
交
け
た
場
合
に
、
加
作
中
門
が
被
害
者
に
賠
悩
す
べ
き
担
宮
市
制
か
ら

給
付
額
の
れ
積
ソ
人
は
部
を
控
除
す
べ
き
か
併
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
(
必
支
給
を
受
け
る
給
付
川
度
の
魁
己
円
・

H
的
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
か
、
戸
み
代
位
規
定
な
と
民
主
犯
害
賠
償
と
の
調
整
規
定
が
設
け
ら

れ
て
い
る
か
、
③
社
会
保
険
等
の
賀
崩
の
負
担
者
が
脅
か
、
と
い
う
よ
う

な
以
哀
を
総
作
的
に
検
討
し
て
、
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
、

十
但
主
に
つ
い
て
は
、
被
害
占
側
に
お
け
る
受
給
権
取
得
が
、
死
亡
な
い

し
負
傷
を
原
岡
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
社
会
制
祉
等
の
一
環
ト
と
し
て

の
色
彩
が
浪
い
場
合
に
は
、
不
法
行
為
と
は
、
直
按
的
な
凶
果
関
係
が
な

い
も
の
と
し
て
、
損
益
州
殺
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
。

七
③
に
つ
い
て
は
、
王
と
し
て
代
位
児
定
の
有
地
が
問
題
と
な
る
つ
社

会
保
険
の
給
付
が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
害
当
が
、
被
害
者
及
び
保

険
円
の
双
方
か
ら
一
重
に
請
求
さ
れ
る
の
は
不
合
理
で
あ
り
、
代
位
規
定

が
あ
り
、
か
っ
、
将
来
代
作
が
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
問
問
合

傾
か
ら
控
除
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
、
た
だ
し
、

個
別
法
に
代
依
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
勺
て
も
、
填
袖
を

ν

た
ギ
体
が
、
尚
比
八
六
二
条
、
民
法
問
一
一
条
の
代
作
請
求
な
い
し
民

法
七
口
一
条
の
不
当
利
得
返
還
詰
求
に
よ
り
、
加
合
計
に
請
求
す
る
余
地

は
あ
り
得
る
し
、
辿
に
、
代
位
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
現

実
的
行
使
が

F
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
桐

別
法
規
に
代
休
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
品
川
か
の
出
の
み
を
根
拠
と
し

て
件
除
的
世
否
の
判
断
裂
烹
と
し
て
肘
い
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。

右
一
ぬ
に
つ
い
て
は
、
被
害
省
側
が
合
川
を
員
担

ν
て
い
る
場
人
円
に
は
、

保
険
金
は
納
付
し
た
保
険
料
の
対
側
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
か
ら
、
担
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判例研究

害
額
か
ら
作
除
す
る
の
は
公
平
を
か
へ
く
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
反
し
て
、

被
古
者
側
以
外
の
者
が
費
用
を
負
担
し
て
い
る
ぬ
A
け
に
は
、
鎖
市
1
u
額
か
ら

控
除
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
主
や
す
い
傾
F

川
が
あ
る
。

こ
れ
を
本
件
の
遺
族
厚
生
年
金
に
つ
一
い
て
心
当
て
は
め
て
み
る
と
、
損
古

績
か
ら
控
除
す
べ
き
か
併
か
は
、
か
な
り
彼
妙
な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に

な
る
。
す
な
わ
ち
、
必
厚
年
法
に
よ
る
と
、
遺
族
作
金
主
仏
刊
の
日
的
は
、

直
肢
の
ぺ
活
の
安
定
と
悩
祉
の
向
L
L

に
司
与
す
る
こ
と
(
厚
年
法
一
久
人
)

に
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
哩
肢
の
月
活
保
障
を
日
的
と
し
て
い
る
と
芹

え
る
、
ん
明
厚
年
法
に
お
い
て
は
、
代
位
規
定
を
設
け
て
い
る
が
(
厚
年
法

川
口
条
)
、
適
用
し
て
い
な
い
の
が
実
務
卜
の
運
用
で
あ
る
じ
(
刈
早
川

1
1

金
制
肢
が
労
働
者
の
部
拠
阿
川
市
小
年
法
八
口
条
此
ぴ
八
条
)
に
よ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
置
炭
年
八
じ
に
つ
い
て
、
損
害
積
か
ら
内
除
す

べ
き
で
な
い
と
す
る
結
論
も
一
分
に
成
り
す
っ
余
地
が
あ
る
…
置
扶
年
金

が
被
害
者
側
が
負
担
し
て
い
る
掛
け
合
か
ら
支
払
わ
れ
、
か
っ
、
保
険
者

か
ら
の
代
位
が
事
実
卜
予
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
遺
族
年
金
箱

を
い
制
害
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
は
、
被
害
者
側
の
負
担
に
お
い
て
、
加
古

者
側
に
利
川
を
与
え
る
結
果
と
な
り
、
公
平
を
史
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

)か

ν

、
従
来
的
裁
判
例
で
は
、
控
除
す
る
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
し

ご
と
ら
え
て
お
り
、
控
除
す
べ
き
で
な
い
と
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
後
で
見
る
よ
う
に
、
従
来
の
裁
判
例
が
、
年
金
受
給
権
の
喪
失

を
逸
夫
利
拾
に
係
る
田
川
害
と
し
ご
請
求
し
た
事
楽
で
あ
っ
た
た
め
、
辺
校

作
ふ
す
を
控
除
し
な
い
と
、
年
金
の
一
重
取
得
と
い
う
析
巣
を
谷
認
す
る
こ

と
と
な
り
不
都
合
で
あ
る
と
の
実
質
論
が
働
い
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら

北法;)7(2'238)7日)

れ
る
のし
か
し
な
が
ら
、
本
件
で
は
、
彼
宇
門
ヰ
引
は
現
役
の
労
働
者
で
あ
り
、
逸

失
利
訴
に
係
る
相
一
百
円
は
給
ラ
収
入
込
?
を
志
礎
に
持
定
さ
れ
て
い
る
じ
こ
の

点
に
お
い
て
、
従
来
の
裁
判
例
と
は
事
情
が
異
な
る
υ

本
判
決
は
、
被
宍

者
が
年
金
の
乏
給
住
者
で
あ
っ
た
場
合
と
そ
、
つ
で
な
い
場
合
と
を
区
別
す

る
即
出
は
な
い
と
し
て
、
被
台
市
ν引
の
逸
失
利
品
全
般
と
の
関
係
で
組
話
相

殺
的
調
敵
け
を
す
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
本

件
の
よ
う
な
場
合
、
年
金
の
一
草
取
得
と
い
、
つ
結
果
が
ぺ
じ
ず
、
か
っ
、

給
ワ
収
人
は
、
保
険
料
と
は
祉
関
係
の
紋
合
計
の
万
働
能
力
を
表
象
す
る

も
の
で
あ
り
、
布
稼
働
収
入
に
係
る
逸
失
利
市
(
円
山
山
五
円
)
と
辿
校
年
金
取

得
(
利
益
」
と
の
聞
に
同
到
仕
が
な
い
た
め
、
損
益
出
殺
的
調
軟
け
を
す
べ

き
で
は
な
い
と
も
考
、
ズ
ら
れ
る

本
判
決
の
干
上
門
…
で
あ
る
稼
働
収
入
に
係
る
逸
失
利
訴
か
ら
の
遺
族
年
令

の
凶
行
除
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
争
い
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
次

に
見
る
よ
う
に
、
従
来
、
民
同
裁
で
争
わ
れ
て
い
た
の
は
、
粧
台
育
が
年

金
受
給
権
計
で
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て



最
高
裁
が
判
断
を
下
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
判
決
を
検
討

す
る
前
提
と
し
て
、
以
「
で
は
、
被
古
者
が
年
金
受
給
権
長
で
あ
っ
た
場

合
に
関
す
る
従
来
の
判
例
・
ろ
了
説
的
状
泌
を
検
討
し
た
い
c

判
例
・
学
説
の
状
況

民事判例研究 (1) 

小
法
行
為
を
契
機
ト
と
し
て
、
第
一
昔
が
紋
合
計
に
対
し
企
鋭
給
付

託
湾
を
飼
う
場
ん
門
(
同
ま
た
は
地
方
公
共
同
体
の
飼
う
泣
挟
扶
助
料

理

族
年
金
、
各
公
務
員
比
済
組
合
法
卜
ま
た
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
(
以

下
、
「
芳
災
保
険
法
」
と
い
、
っ
。
)
卜
の
給
付
、
私
的
な
保
険
契
約
上
の
給

刊
)
、
必
す
で
に
1
1
払
わ
れ
た
、
ま
た
は
、
見
一
将
来
交
け
る
で
あ
ろ
う
給

耐
を
そ
れ
ぞ
れ
指
害
額
か
ら
控
除
す
べ
き
か
併
か
と
い
、
つ
問
也
が
牛
じ
る
n

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
判
例
抑
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
)

十
竹
①
に
関
し
て
、

(

1

)

恩
給
扶
助
科
に
つ
き
、
そ
れ
を
d

受
け
る
権
利

を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
者
の
賠
償
請
求
権
は
、
「
損
失
柿
償
な
い
し
川

γ山
保
障
」
と
い
う
一
同
一

H
的
の
給
付
の
一
主
取
り
」
を
防
止
す
る
た
め

に
、
扶
助
料
領
の
限
民
で
「
当
然
、
縮
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
解

す
る
の
が
最
而
裁
判
決
で
あ
る
(
段
判
昭
如
四
一
汗
四
月
ヒ
日
比
集
一
口

幸
阿
号
四
九
九
頁
)
{
}
(
日
)
地
仁
川
公
務
員
等
日
ハ
済
組
合
法
(
以
下
、
一
地

公
共
法
」
と
い
う
。
)
に
基
づ
き
記
者
の
相
続
人
が
取
得
し
た
遺
版

1
令

に
つ
い
て
も
、

最
古
裁
は
同
燥
の
す
u

坊
を
と
っ
て
い
る
(景
判
町
和
主
。

汗
一

C
川
一

H
党
民
一

λ
号
一
一
口
七
白
川
)

υ

(

以
)
汗
合
形
式
の
労
災

保
険
給
付
に
ワ
き
、
段
高
裁
は
、
第
一
者
行
為
災
古
の
場
合
に
閲
し
て
、

す
で
に
支
給
さ
れ
た
分
を
逸
失
利
益
か
ら
控
除
し
(
最
判
町
和
五
一
年
l

五

日
月
一
七
日
民
集
一
一
巻
一
号
凶
一
七
員
、
最
判
昭
和
五
一
年
一
一
月
一
一
一

口
集
民
一
一
号
立
立
九
百
)
、
他
刑
者
不
法
行
為
の
場
合
に
つ
い
て
も

阿
様
に
(
最
判
昭
和
利
二
年
。
月
一
台
口
氏
集
二
巻
六
号
八
三
ハ

白
川
)
、
逸
失
利
益
か
ら
の
件
除
の
み
を
認
め
、
積
極
損
害
・
凶
u

籍
料
か
ら

の
同
日
除
を

Fhi止
す
る
(
最
判
昭
和
六
年
七
月
。
白
川
氏
集
阿
一
巻
主
号

一
口
一
頁
)
。

七
(
叫
に
関
し
て
は
、
(

i

)

出
給
扶
助
料
に
つ
き
、
最
古
裁
は
、
将
来

的
給
μ
刊
の
持
除
を
認
め
る
(
p

剛
掲
口
取
刊
明
何
回
刊
何
月
七
日
)
。
(
江
)

地
公
共
法
に
基
づ
く
喧
族
命
全
に
つ
い
て
も
阿
椋
に
控
除
を
認
め
る
(
間

出向
最
判
昭
和
五
口
年
。
片
一
一
口
)
。
(
以
)
労
災
保
険
給
付
に
関
し
て

は
、
心
的
場
行
と
異
な
り
、
第
二
者
行
為
災
害
の
場
合
も
使
川
省
わ
為
災

舎
の
場
人
門
も
と
も
に
、
政
府
が
保
険
給
付
を
し
た
こ
と
に
よ
ロ
て
、
受
給

構
内
の
使
刑
者
に
対
す
る
損
土
防
品川
請
求
権
が
失
わ
れ
る
の
は
(
厚
年
法

凶
心
条
及
び
労
災
保
険
法
(
昭
和
凶
八
年
法
伴
第
八
石
号
に
よ
る
改
7
1
P
削

の
も
の
{
}
)
一
口
条
参
問
)
、
一
政
府
が
現
支
に
保
険
ん
を
給
付
し
て
似
合

を
填
袖
し
た
と
き
に
隈
ら
れ
、
い
ま
だ
現
実
の
給
付
が
な
い
以
上
、
た
と

北法S7(2.2:.m)7S1



判例研究

え
将
来
に
わ
た
り
杭
続
し
て
給
付
さ
れ
る
こ
と
が
伴
定
し
て
い
て
も
」
、

受
給
権
者
は
第
一
打
に
対

L
指
害
賠
償
話
求
の
詰
求
を
す
る
に
あ
た
り
、

こ
の
よ
う
な
将
来
の
給
付
績
を
作
除
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
し
て
、
控

除
を
否
定
す
る
(
前
掲
最
判
昭
和
主
一
年
五
月
一
七
円
、
間
一
判
長
判
昭
和

五
年
一
月
一
一
日
、
前
掲
最
判
昭
和
五
一
年
。
月
一
力
日
)
二
日
)

保
険
の
う
ち
牛
命
保
険
に
つ
き
、

H

取
両
裁
は
、
生
命
保
険
金
は
払
い
込
ん

だ
保
険
料
の
対
伺
の
性
質
を
布
す
る
と
し
て
、
控
除
を
否
定
す
る
(
最
判

昭
和
三
九
年
九
月
一
五
日
民
集
八
巻
九
号
一
五
一
八
頁
)
。
こ
れ
に
対

L
、
損
全
保
険
金
の
給
付
に
う
い
て
は
、
控
除
を
南
1

疋
す
る
の
が
学
説
及

び
実
務
の
十
人
勢
で
あ
る
。

こ
の
よ
、
つ
な
状
況
の
な
か
、
最
古
裁
は
、
直
族
年
余
の
損
有
賠
償

績
か
ら
の
同
日
除
の
範
阿
に
つ
い
て
、
本
判
決
が
引
用
す
る
午
成
五
年
判
伏

及
び
平
成
一
刊
判
決
に
お
い
て
、
新
た
な
判
断
を
不
し
た
…

川
l

成
五
年
判
決
は
、
道
路
を
砧
断
中
に
来
附
前
十
に
衝
突
さ
れ
て
死
亡
し

た
被
害
者
A
の
相
続
人

X
ら
が
加
害
届
Y
を
桐
手
と
し
て
祁
害
賠
償
を
求

め
た
事
業
に
お
い
て
、

X
ら
が
、
途
失
利
益
に
係
る
山
損
害
と
し
て
、
八
が

平
均
年
齢
ま
で
川
存
し
て
い
れ
ば
文
給
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
退
職
共
済
年
余

戸
昭
和
山
口
年
改
止
前
の
地
公
止
法
的
規
定
に
志
づ
く
も
の
」
の
現
在
伽

領
写
の
賠
償
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
ご
第
帯
及
ぴ
服
審
は
、
川
朗
弁
論

終
結
時
ま
で
に
、

X
ら
が
支
給
を
受
け
た
遣
版
年
分
新
聞
の
み
を
控
除
す
べ

つ

X
ら
が
八
の
死
亡
を

北法;;7(2' 240) i:J2 

き
で
あ
る
と
判
不
し
た
じ
こ
れ
に
対
し
て
、

Y
は、

原
凶
と
し
て
、

遺
族
共
ほ
午
合
を
取
得
し
た
の
で
、
す
で
に
支
給
を
受
け

た
遺
族
引
金
額
及
び
将
主
的
遺
族
介
全
の
現
在
仙
格
が
、
似
害
額
か
ら
杵

除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
一
十
娠
し
て
上
目
し
た
じ
景
品
裁
は
、
「
被
有
占

が
不
法
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
被
る
と
同
時
に
、
川
一
の
原
閃
に
よ
っ
て

刊
訴
を
受
け
る
場
合
に
は
、
日
宇
門
と
利
指
と
の
聞
に
同
伝
性
が
あ
る
限
り
、

公
平
の
見
地
か
ら
、
を
の
利
益
の
領
を
紋
古
告
が
加
害
者
に
対
し
て
賠
償

を
求
め
る
出

3
額
か
ら
件
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
釘
持
相
殺
的
な
調
整
を

阿
る
必
以
が
あ
り
、
ま
た
、
被
害
者
が
不
法
わ
為
に
よ
っ
て
化
亡
し
、
そ

の
組
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
し
た
相
続
人
が
不
法
行
為
と

M
一
の
原
岡
に

よ
っ
て
利
拾
を
受
け
る
場
合
に
も
、
十
円
の
市
首
相
殺
的
な
調
盆
を
図
る
こ

と
が
必
以
な
と
き
が
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
調
枇
H

は
、
前
記
の
不
法
行

為
に
荒
づ
く
指
官
賠
償
制
度
の

H
的
か
ら
寄
え
る
と
、
被
ht
門
者
又
は
そ
の

相
続
人
の
受
け
る
利
益
に
よ
っ
て
被
告
者
に
生
じ
た
損
舎
が
現
実
に
袖
て

ん
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
純
凶
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
一
り
、
「
被

合
計
又
は
そ
の
相
続
人
が
取
得
し
た
債
権
に
つ
き
、
指
益
相
殺
的
な
調
整

を
凶
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
、
当
該
債
権
が
現
実
に
履
行
さ
れ
た
場
合

又
は
こ
れ
と
同
視
し
得
る
紅
度
に
そ
の
存
続
及
び
履
わ
が
惟
実
で
あ
る
と

ニ
ハ
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と
し
て
、
す
で
に
粧
台
育
の
相

続
人
が
受
給
し
た
辿
族
年
金
額
と
、
事
支
詐
口
頭
弁
論
終
結
時
に
い
ま
だ



V

へ
給
を
受
け
て
い
な
い
が
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
柿
定
し
た
遺
族
年
金
の

領
に
つ
い
て
の
控
除
を
認
め
た
が
、
い
ま
だ
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
確
定

し
て
い
な
い
追
放
年
金
額
の
控
除
は
認
め
な
か
っ
た
、

こ
の
平
成
主
刊
判
決
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
占
4

は、

H

取
iH裁
が
初
め
て

「
相
川
持
相
殺
的
嗣
整
」
と
い
う
矧
念
を
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
H

取
両
政
は
、

「
同
一
の
原
肉
一
と
「
似
害
と
利
需
と
の
同
質
性
一
と
い
う
一
ワ
の
要
件

が
充
た
さ
れ
る
場
合
に
は
、
旧
日
話
相
殺
的
制
整
を
阿
る
日
裂
が
あ
る
ト
と
し

た
上
で
、
「
当
誌
債
権
が
現
実
に
履
行
さ
れ
た
場
合
」
か
、
「
こ
れ
と
問
視

し
得
る
科
度
に
そ
の
存
続
及
び
版
行
が
確
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
場
合
」
と
い
う
基
準
を
挙
げ
て
、
そ
の
純
凶
で
制
整
が
な
さ
れ
る
と
い

う
一
般
必
を
展
開
す
る
。
最
同
裁
は
、
得
ベ
か
り
し
退
職
年
金
か
ら
の
遺

族
年
金
町
内
除
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
山
汗
合
的
交

民事判例研究 (1) 

給
権
者
の
相
違
、
す
な
わ
ち
、
組
害
を
受
け
た
上
体
と
利
益
を
受
け
る
主

体
と
の
相
違
を
意
識
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の

問
題
を
「
損
話
相
殺
一
で
は
な
く
、
「
桜
リ
血
相
殺
的
調
整
一
と
称
し
た
り

で
あ
ろ
う
そ
し
て
、
判
旨
が
、
一
紋
害
者
又
は
そ
の
相
続
人
的
受
け
る

利
益
に
よ
っ
て
被
害
者
に
生
じ
た
損
士
が
羽
実
に
補
て
ん
さ
れ
た
と
い
、
つ

こ
と
が
で
き
る
範
附
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
{
一
と
い
う
限
J

疋
を
附
し

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
似
益
相
殺
的
調
整
」
は
、
被
害
者
側
が
第
省

か
ら
得
る
利
持
(
特
に
社
会
保
障
給
付
)
が
相
害
を
填
袖
す
る
結
果
起
こ

る
損
害
組
の
減
稲
と
し
て
把
摂
さ
れ
よ
う
こ
の

E
味
で
は
、
「
損
益
相

殺
的
調
件
」
と
は
、
重
出
限
抽
(
補
の
調
整
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
刊
骨
は
、
「
初
益
相
殺
」
と
「
拘
話
相
殺
的
嗣
幣
」
の
民
同
に
つ
い

て
触
れ
て
い
な
い
た
め
、
疑
問
が
伐
さ
れ
た
ト
と
こ
ろ
で
あ
る

両
者
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。
卜
述
の
H

取
尚

裁
が
附
し
た
限
定
に
鑑
み
る
と
、
(
イ
)
「
利
指
一
は
脳
会
填
補
性
を
有
す

る
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
(
こ
の
占
で
生
活
世
等
に
閉
す
る
「
指
益
相
殺
」

と
は
異
な
る
の
)
、
(
口
)
「
調
散
リ
」
が
損
害
の
市
複
領
補
に
関
す
る
調
整
で

あ
る
こ
と
、
(
ハ
)
「
利
祈
一
が
第
三
省
に
対
す
る
債
権
(
社
会
保
障
給
付

債
権
な
ど
)
で
あ
る
場
合
は
控
除
制
止
は
償
還
制
(
代
作
川
)
に
よ
る
嗣

散
と
な
る
こ
と
、
(
ニ
)
し
た
が
っ
て
、
「
損
首
相
殺
的
剥
整
」
は
損
害
額

な
い
し
相
害
賠
償
債
停
の
減
縮
概
念
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
珂
解
き
れ
、

一辺

指
益
相
殺
を
取
格
に
解
す
る
通
説
的
見
解
で
は
、
ね
話
相
殺
は
同
一
貫
れ

原
凶
か
ら
生
じ
た
被
会
針
自
身
の
田
町
失
と
利
品
と
の
聞
に
生
ず
る
問
題
と

さ
れ
る
た
め
、

γ
成
五
年
判
渋
で
も
権
利
羊
休
の
相
違
は
桂
一
侃
で
き
ず
、

こ
の
占
か
ら
も
い
制
詐
相
殺
そ
の
も
の
と
は
分
別
す
べ
き
で
あ
る
と
僻
し
た

一れ

も
の
と
思
わ
れ
る
υ

最
同
裁
は
、
「
担
益
柑
殺
的
調
枠
一
の
耐
久
件
と
し
て
、
第
一
に
、
桜
台

と
一
同
一
の
原
凶
」
か
ら
利
証
が
発
生
す
る
こ
と
、
第
一
に
、
損
害
と
利

益
が
「
川
質
」
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
υ

判
旨
は
、
退
職
年
金
の
長
失
を
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判例研究

「
相
会
」
、
つ
ま
り
、
「
牛
へ
わ
れ
た
利
益
へ
そ
し
て
、
遺
成
年
金
の
取
得

を
「
利
益
」
と
見
亡
、
こ
の
両
打
の
「
同
質
引
」
を
問
題
と
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
一
つ
の
「
利
，
並
」
の
同
伝
性
を
、
ノ
ど
の
日
的
と
機
能
が
同
一
で

あ
る
か
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
判
旨
は
、
退
職
年
金
と
遺
族
年
金
は
、

ど
ち
、
つ
も
受
給
格
者
の
退
職
後
の
受
給
権
者
山
身
と
被
扶
養
者
の
生
活
保

障
、
ま
た
は
受
給
権
者
死
亡
時
の
被
扶
養
者
の
生
活
保
障
を
判
的
と
す
る

と
門
栴
づ
け
て
、
向
者
の
同
質
問
を
肯
定
す
る
阿
質
性
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
前
掲
段
判
昭
和
立
。
守
一
口
川
一

H
が
、
地
公
共
リ
ル
の
退
職
司

金
と
辿
族
年
金
に
つ
き
、
向
者
が
「
川
什
出
か
っ
相
五
補
完
的
一
関
係
に

あ
る
こ
と
を
前
従
と
す
る
判
断
を
し
て
い
た
。
平
成
計
年
判
決
も
、
こ
の

来
半
に
そ
っ
て
同
質
引
を
判
断

L
、
「
灯
益
相
殺
的
調
整
」
の
判
断
枠
制

み
を
月
八
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
午
ん
給
付
の
控
除
の
範
阿
に
つ
い
て
、

且州
市
裁
は
、
年
金
の

履
行
の
確
実
性
と
存
続
の
確
実
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
要
す
る
に
、
遺
族
年
金
は
公
的
刊
金
で
あ
る
の

で
械
引
の
確
実
性
は
あ
る
が
、
死
亡
・
婚
仰
と
い
う
消
滅
事
山
内
が
あ
る
の

で
(
地
公
共
法
九
九
条
の
七
)
存
続
の
確
実
引
を
欠
き
、
し
た
が
っ
て
事

実
折
口
融
弁
論
終
結
時
に
、
す
で
に
支
給
さ
れ
た
汗
全
の
控
除
と
、
現
実

に
版
行
さ
れ
た
場
合
と
川
伺
し
う
る
判
制
度
に
存
続
が
確
実
な
一
支
給
を
空

け
る
こ
と
が
確
定
し
た
年
金
」
の
控
除
は
認
め
る
が
、
将
来
の
汁
令
の
挫

除
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
最

同
裁
は
、
前
掲
最
判
昭
和
五
ひ
年
。
月
一
一
日
で
辿
族
年
金
の
将
来
分

の
件
除
を
一
♂
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
使
用
計
行
為
災
会
及
び
第
一
者
行

為
災
害
の
事
例
で
、
労
災
保
険
・
厚
生
年
余
の
将
来
分
の
年
金
の
搾
除
を
~
%
 

否
定
す
る
判
次
を
出

L
た
た
め
、
判
例
の
蒋
合
併
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
限
り
に
お
い
て
、
平
成
五
年
判
決
は
、
前
掲
最
判
昭
和
有

O
年

。

片

一

川

を

否

疋

L
、
判
例
変
更
を
行
つ
一
た
も
の
で
あ
る
。

以
ト
の
よ
う
に
、
平
成

I
t判
伏
は
、
司
令
九
給
付
の
控
除
に
つ
い
て
、

初
日
倫
相
殺
的
調
整
と
い
、
つ
枠
組
み
を
y

凶
念
し
、
控
除
の
純
凶
を
刊
金
属
行

の
確
実
性
と
存
続
の
時
実
性
が
あ
る
場
合
に
の
み
認
め
る
と
し
た
内
に
お

い
て
、
重
ま
な
判
断
を
不
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
賠
責
保
険
令

と
遺
族
刊
金
主
給
額
と
を
合
引
し
た
全
額
を
も
っ
て
損
会
額
か
ら
件
除
す

る
と
い
う
手
法
と
ロ
て
い
る
が
、
過
失
相
殺
後
の
退
職
年
余
に
係
る
逸
失

利
給
額
が
遺
族
年
金
交
給
額
を
卜
八
回
に
い
し
回
つ
亡
お
り
、
遺
族

1
金
受
給

額
の
み
で
は
ポ
逸
失
利
話
績
を
担
め
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
っ
た
た
め
、
遺
族
介
金
を
特
に
控
除
す
べ
き
お
官
の
賛
同
を
特

定
す
る
こ
と
な
く
損
会
賠
償
額
か
ら
作
除
し
て
い
た
り
そ
の
た
め
、
損
益

相
殺
的
調
整
を
す
る
場
合
、
日
山
山
五
円
の
う
ち
ど
の
費
目
(
財
世
的
知
書
の
う

ち
の
積
他
組
合
・
消
極
相
害
・
楠
神
的
指
古
)
か
ら
辿
族
年
金
の
既
支
給

分
此
ぴ
支
給
確
定
分
を
搾
除
す
べ
き
か
と
い
う
問
泌
が
残
さ
れ
る
こ
と
と
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な
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
判
断
を
不
し
た
の
が
、
平
成

年
判
決

で
あ
る
。

民事判例研究 (1) 

一
年
刊
決
は
、
国
民
年
金
法
の
陣
!
青
年
令
市
び
に
安
又
は
干
の

加
給
分
を
受
給
し
て
い
た

A
が、

Y
経
常
の
医
師
の
医
療
過
誤
に
よ
り
死

亡
し
、
妻
丸
、
，
ナ
v
u
、
v
お
が

A
を
相
続
し
、
ま
た
、
丸
は
有
名
法
仁
志
づ

く
遺
族
年
余
を
受
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
索
に
お
い
て
、
原
審
が
、
障

害
年
金
に
つ
き
妻
及
ぴ
L
J
の
加
給
分
を
合
的
て
逸
夫
利
詩
性
を
認
め
た
上

で
A
の
被
っ
た
釘
害
を
算
定
し
、

X
ら
が
十
円
損
害
賠
償
請
求
権
を
相
続
し

た
も
の
と
し
、

v
釦
が
相
続
し
た
損
害
賠
償
請
求
維
に
つ
い
て
は
、

v
山
の
遺

族
年
金
の
う
ち
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
時
疋
し
た
分
を
、
八
の
逸
失
利

持
以
外
の
損
害
に
つ
い
て
も
控
除
し
た
の
に
刻
し
て
、
次
の
よ
う
に
判
一
不

し
、
原
審
を
改
め
た
。
古
及
び
千
の
加
給
分
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
的

性
格
の
強
い
給
付
で
あ
り
、
を
の
存
続
も
時
実
な
も
の
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
と
し
て
、
年
金
と
し
て
の
途
失
利
掃
作
を
併
定
し
た
が
、
「
潰
校

年
九
ふ
を
も
っ
て
祁
話
相
殺
的
な
調
整
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
組
合
は
、
財

産
的
損
舎
の
う
ち
逸
失
利
採
に
以
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
確
定
し
た
遺
族

1
金
の
新
聞
が
こ
れ
を
卜
回
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
当
該
超
過
分
を
他
の
財
産
的
損
吉
や
精
神
的
問
主
円
と
の
関
係
で
控
除

中

l

成

す
る
こ
と
は
ご
き
な
い
」
(
」

最
古
裁
が
、
こ
こ
で
遺
族
汁
金
の
控
除
の
対
象
を
逸
失
利
持
に
限
定
し

た
の
は
、
担
，
盆
相
殺
的
調
整
の
説
付
で
あ
る
「
同
質
性
」
の
判
断
に
よ
る

も
の
で
あ
る

o
V成
五
年
判
決
は
、
各
年
金
給
刊
の
け
的
機
能
が
同
一

で
あ
る
か
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
い
う
枠
組
み
を
示
し
た
が
、
こ
れ
を
本

件
に
つ
い
て
当
て
は
め
て
み
る
と
、
障
害
刊
金
と
遺
族
年
令
と
の
聞
に
も

同
質
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
、
本
件
で
は
、
障
害
A
1
金
の
逸
失
利
持
性
に

う
い
て
、
「
絹
失
補
償
な
い
し
生
活
保
障
一
を
与
え
る
こ
と
を
判
的
と
す

る
と
い
う
従
来
の
最
前
裁
判
例
に
見
ら
れ
た
用
出
付
け
を
尉
い
ず
、
何
一
「
程

度
の
主
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
保
険
料
が
拠
出
さ
れ
た
こ
と
に
志
づ

く
給
利
と
し
て
の
け
裕
を
有
し
て
い
る
一
、
必
介
入
ム
給
刊
の
存
続
が
惟
実

で
あ
る
こ
と
と
い
う
新
製
件
を
設
定
し
、
途
失
利
益
刊
を
肯
疋
し
て
い
る
じ

こ
の
よ
、
つ
に
、
逸
ホ
ヘ
利
対
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
理
由
付
け
と

掛
な
っ
た
判
断
を
し
て
い
る
が
、
汗
九
b
給
付
の
円
的
・
機
能
に
つ
い
て
、

開
会
守
主
は
、
「
北
「
「
該
受
給
権
者
に
対
)
て
ね
失
補
償
な
い
し
生
活
保
障

を
ワ
え
る
こ
と
を
け
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
の
収
入

に
生
計
を
依
存
し
て
い
る
家
校
に
対
し
て
も
、
同
の
機
能
を
rVむ
も
の

で
あ
る
と
す
る
原
審
の
判
断
を
肯
定
す
る
そ
し
て
、
喧
抜
年
金
給
付
の

日
的
が
年
金
交
給
権
者
の
造
技
の
ぺ
計
維
持
・
牛
活
保
障
に
あ
る
こ
と
を

与
え
る
と
、
両
年
金
給
付
は
、
そ
の
目
的
・
機
能
に
お
い
て
同
一
で
あ
る

と
考
え
、
こ
こ
に
同
質
問
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
{
}
他
ん
、
積
他
山
損
害
や

精
神
的
犯
山
玉
門
(
慰
謝
料
)
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
い
し
、
同
質
性
が
あ
る
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と
は
い
え
な
い
た
め
、
作
除
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
そ

の
た
め
、

遺
族
司
令
川
績
が
逸
夫
利
持
額
を
回
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
超

過
分
を
他
の
貨
日
か
ら
料
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
の
で
あ
り
、
こ
の
す
坊
は
、
前
掲
最
判
昭
和
六
一
年
じ
け
一
心
け
と
敵
川

合
的
に
埋
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

3

以
上
、

γ成
五
年
判
決
及
び

γ成
一
年
判
決
を
、
平
や
紙
両
を

割
い
て
主
察
し
て
き
た
が
、
置
族
伊
十
八
心
の
控
除
に
つ
い
て
は
、
十
七
に
そ
の

純
凶
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
範
同
は
、
先
わ
判
例
を
分

析
す
る
と
、
さ
ら
に
次
の
こ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
す
な
わ
ち
、

「

1
)
損
宵
の
う
ち
ど
の
費
口
(
則
産
的
損
宵
の
う
ち
の
碕
楠
損
官
、
消

極
損
害
、
粕
神
的
指
さ
)
か
ら
遺
族

1
金
を
作
除
す
べ
き
か
と
い
う
控
除

の
客
観
的
範
凶
、

F
2
)
相
続
人
の
う
ち
が
曜
の
担
会
賠
償
債
権
か
ら
控
除

す
べ
き
か
と
い
う
件
除
の
上
倒
的
範
阿
及
ぴ

(
1
)
す
ご
に
支
給
さ
れ
た

也
版
年
金
額
の
ほ
か
に
将
来
支
給
分
を
も
控
除
す
べ
き
か
と
い
う
作
除
の

時
間
的
純
凶
で
あ
る
以
下
、
こ
の
舶
に
与
察
し
て
い
く
。

(
1
」
控
除
の
存
観
的
範
囲

以
害
賠
償
債
権
は
、
そ
の
山
況
と
し
て
、
財
f

汁
的
桜
害
の
う
ち
の
積
極

同
閣
官
、
消
印
頃
合
及
び
精
神
的
損
害
の
て
つ
の
費
口
に
分
頬
さ
れ
る
つ
そ

し
て
、
こ
の
損
古
航
掛
川
債
権
に
つ
き
、
損
益
相
殺
的
調
整
を
図
る
場
合
、

ど
の
貨
目
か
ら
遺
族
年
金
を
控
除
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
ん
指
古
か
ら
作

除
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
υ

こ
の
問
地
に
つ
い
て
は
、
平
成

五
年
判
決
が
、
遺
族
作
金
を
特
に
控
除
す
べ
き
貨
日
を
特
定
す
る
こ
と
な

く
損
害
陪
償
額
か
ら
控
除
し
て
い
た
た
め
、
損
害
陪
償
責
目
と
の
問
係
が

問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
一
つ
の
見
解
が
あ
る
。

第
に
、
全
組
害
か
り
控
除
し
う
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
第
一
に
、

被
害
者
の
逸
失
利
杭
全
般
と
の
問
係
に
お
い
て
控
除
し
う
る
ト
と
す
る
見
併

で
あ
る
、
こ
の
見
解
は
、
件
直
社
会
保
険
給
付
の
飽
旨
や
目
的
、
支
給
の

名
日
は
複
雑
で
あ
り
、
不
法
行
為
に
お
け
る
桜
害
責
刊
と
対
応
さ
せ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
造
成
年
企
は
、
被
害
者
の
収
入
に
よ
っ
て
牛
引

を
維
持
し
て
い
た
者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
給
与
収
人
等
を
含
め

刊

一

た
被
害
者
的
逸
夫
利
託
金
般
と
同
封
性
を
有
す
る
こ
と
等
を
根
拠
と
す
る
わ

こ
れ
は
、
遺
族
年
金
か
ら
の
控
除
を
認
め
、
積
極
約
書
、
慰
謝
料
か
ら
の

控
除
を
併
足
し
た
前
掲
最
判
昭
和
ハ
今
年
七
月
ワ
日
の
判
断
に
沿
っ
た

見
併
と
い
え
よ
う
お
一
に
、
被
士
長
の
引
金
収
入
に
係
る
逸
失
利
詩
的

み
か
ら
控
除
し
う
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
こ
の
見
解
は
、
粧
台
育
側
が

退
職
年
余
等
の
逸
失
利
訴
を
主
張
し
な
け
れ
ば
、
加
害
者
側
か
ら
損
持
相

殺
的
調
枇
け
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
抗
弁
を
山
し
併
な
い
構
造
と
な
る
べ
き

も
の
と
主
え
ら
れ
、
退
職
介
入
d
t古
に
係
わ
る
抗
弁
と
し
て
、
同
刊
金
等
か

九一

ら
搾
除
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
こ
と
、
辿
放
の
ル
州
市
維
持
・
ヰ
活
保
障
を

北法;)7(2'244)7羽



門
的
ト
と
す
る
む
成
年
金
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
附
附
情
傾
が
低
く

な
り
、
加
古
音
に
有
利
と
な
る
の
は
公
平
を
欠
く
こ
と
、
被
害
者
が
年
ん
じ

を
受
給
し
て
い
た
と
き
は
、
保
険
料
の
対
舶
の
一
重
取
得
を
置
け
る
た
め

に
も
損
益
相
殺
的
調
和
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
給
与
収
入
は
保
険
料
と
無

関
係
で
あ
り
、
損
害
と
利
訴
と
の
聞
に
同
質
引
が
な
い
こ
と
な
ど
を
恨
拠

一犯

と
す
る
も
の
む
あ
る
。

γ成
一
年
刊
決
で
は
、
逸
史
利
益
に
限
定
し
て

控
除
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
案
で
は
、
障
害
年
令
の
み

が
逸
夫
利
訴
で
あ
っ
た
の
で
、
退
職
司
令
九
や
障
害
干
金
以
外
に
も
労
働
能

力
喪
失
に
よ
る
逸
失
利
誌
に
う
い
て
も
持
除
す
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
言
及
し
て
い
な
い
と
も
珂
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
高
裁
と
し
て
右
第

二
以
及
び
第
三
説
の
い
ず
れ
を
と
る
か
に
つ
い
て
は
判
断
し
て
い
な
い
と

見
る
べ
き

(
っ
こ
控
除
の
ギ
観
的
範
囲

民事判例研究 (1) 

被
害
者
死
亡
に
よ
る
遺
族
の
桜
夫
を
社
会
保
障
法
上
は
遺
族
の
扶
克
利

訴
の
喪
失
と
認
識
し
、
私
法
通
説
は
被
会
者
の
相
害
賠
償
債
権
の
相
続

と
構
成
す
る
た
め
、
受
給
権
者
と
相
続
人
、
受
給
債
権
と
担
害
賠
償
債
権

の
帰
属
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
相
続
人
が
複
数
い
る

場
合
、
置
抜
作
八
d

の
既
給
付
分
及
び
支
給
伴
定
分
は
、
相
続
人
全
体
か
ら

控
除
し
う
る
か
、
あ
る
い
は
遺
族
午
合
の
乏
給
権
者
か
ら
の
み
控
除
し
、
つ

る
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
じ
こ
の
白
4

に
閉
し
て
は
、
前
掲
最
判
昭
和

五
心
午
一

O
N
同
日
は
、
不
法
行
為
に
よ
り
化
ー
し
し
た
被
害
届
の
帰
宍

賠
償
債
権
を
相
続
し
た
討
が
遺
族
介
全
の
会
給
権
占
で
な
い
場
人
n
に
は
、

打
相
続
人
の
旧
日
有
賠
償
債
権
頼
か
ら
布
給
付
相
当
相
酬
を
控
除
す
べ
き
で
は

な
い
と
判
不
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
受
給
格
者
で
な
い
遺
族
が
事

実
上
受
給
権
者
か
ら
布
各
給
付
の
刊
，
並
を
享
受
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

ぞ
れ
は
法
律
!
保
障
さ
れ
た
利
拾
で
は
な
く
、
受
給
催
者
で
な
い
遺
族
の

損
害
賠
償
債
権
傾
か
ら
有
一
手
安
利
益
を
控
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
一
で
あ
る
と
い
う
。

半
成
一
一
作
判
決
の
一
審
判
決
は
、
相
続
人
全
員
が
喧
校
年
金
の
給
付

の
利
持
を
受
け
る
も
の
と
し
て
、
逸
失
利
益
算
定
の
逝
科
で
こ
れ
を
控
除

し
て
い
る
が
、
原
審
は
、
辺
校
年
金
給
付
占
領
は
、
受
給
停
長
の
相
害
賠
償

債
権
の
み
か
ら
作
除
す
べ
き
で
あ
り
、
他
の
相
続
人
の
杭
宵
賠
償
債
権
か
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は申IJ j雫
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る
と
一
は
わ
れ
て

(
3
)
控
除
の
時
間
的
範
阿

遺
族
年
金
の
よ
う
に
朴
会
保
障
給
付
が
苧
ん
じ
形
式
で
支
給
さ
れ
る
場



判例研究

合
、
そ
の
給
付
は
、
時
山
的
に
見
て
、
「
耽
給
付
分
」
と
「
卜
本
給
付
分
」

と
に
八
刀
け
ら
れ
る
。
既
給
山
川
分
に
つ
い
亡
、
判
例
は
、
帰
古
賠
悩
額
か
ら

控
除
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
(
前
述
1
参
出
)
最
高
裁
は
、
そ
の
理
由

を
「
同
日
的
の
給
付
の
一
重
取
り
」
の
防
け
に
求
め
る
(
前
掲
最
判
昭

和
四
一
年
四
月
七
円
)
、

次
に
、
米
給
付
分
は
、
「
支
給
惟
定
分
一
と
「
将
来
主
給
予
定
分
一
と

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
い
う
支
給
伴
定
分
と
は
、
事
実
存

口
頭
介
九
州
終
結
時
に
お
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
額
を
意

休
す
る
こ
の
支
給
砕
定
分
に
つ
い
て
は
、
内
除
す
べ
き
か
訂
か
争
い
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成

I
1判
決
が
年
金
に
つ
い
て
の
存
続
投

一
%

ぴ
胤
引
の
確
実
性
と
い
う
判
断
恭
準
を
不

L
、
控
除
を
認
め
た
。
以
降
、

主
給
確
定
分
の
控
除
に
つ
き
干
わ
れ
た
事
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
他
方
、

将
来
支
給
予
定
分
に
つ
い
て
は
、
存
続
及
び
版
行
の
確
実
性
の
基
準
に
出
ー

ら
し
、
存
続
の
不
確
実
引
を
浬
山
に
控
除
を
併
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
平

成
立
年
判
決
に
よ
れ
ば
、
山
正
族
年
金
は
公
的
年
金
で
あ
る
の
で
履
行
の
停

実
作
は
あ
る
が
、
死
亡
・
婚
仰
と
い
う
消
滅
事
山
内
が
あ
る
た
め
存
続
の
体

実
引
を
欠
く
か
ら
で
あ
る
と
い
う
、

十
円
の
将
米
主
給
予
定
分
に
つ
い
て
は
、
f
d

了
つ
刈
卜
控
除
説
と
非
控
除
説
と

が
対
立

ν

て
い
た
…
控
除
説
は
主
と

ν

て
、
公
平
性
を
そ
の
論
拠
と
し
、

損
益
相
殺
論
を
キ
張
す
る
υ

控
除
の
論
拠
を
「
街
平
の
原
理
」
に
求
め
る

見
断
は
、
年
金
制
度
の
趣
旨
、
年
金
額
の
ス
ラ
イ
ド
制
、
将
来
の
損
失
を

現
在
の
相
夫
と
考
え
て
損
害
賠
償
を
認
め
る
こ
と
と
の
権
衡
な
ど
か
ら
、

将
本
給
付
予
定
分
も
羽
在
的
利
得
と
し
て
初
害
賠
償
額
か
ら
控
除
す
る
の

{泌

が
街
平
の
原
則
に
か
な
う
と
す
る
。
ま
た
、
持
除
の
論
拠
を
代
位
に
求
め

ω一

る
見
解
も
あ
る
。

他
方
、
非
控
除
説
で
は
、
法
規
定
の
丈
埋
解
釈
に
よ
り
、
過
ナ
一
形
に
出

口
す
る
も
の
や
、
法
制
定
の
実
質
的
解
釈
に
よ
り
、
年
企
の
相
わ
け
補
定
悶

係
、
亘
複
填
補
排
除
の
趣
旨
か
ら
既
給
付
分
に
限
ら
れ
る
と
す
る
も
の
が

あ
る
J

ま
た
、
将
来
分
の
年
金
を
現
時
出
で
持
除
す
る
と
、
被
士
有
に
対

し
年
金
箔
の
限
度
で
損
害
賠
悔
話
求
権
に
つ
き
八
刀
剖
弁
済
を
認
め
る
の
と

同
校
の
不
利
益
を
強
い
る
結
果
と
な
り
妥
当
で
な
い
こ
と
や
、
将
主
の
不

時
実
性
を
珂
白
と
し
て
、
控
除
し
た
場
合
、
持
除
頼
相
当
の
辿
技
年
金
ト
ポ

受
領
の
間
的
受
給
権
由
民
史
の
可
能
性
が
あ
り
、
被
古
者
側
に
と
っ
て
不
利

益
で
あ
る
と
す
る
説
も
有
力
で
あ
る
ο

な
お
、
将
来
給
利
下
定
分
に
限
ら
ず
、
既
給
利
分
も
合
め
て
控
除
を
不

要
と
す
る
見
解
も
あ
る
こ
の
見
解
は
、
給
付
の
目
的
に
よ
ロ
て
作
除
の

要
行
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
給
付
の
目
的
を
、
辿
族
の
「
適
当
な
生

活
を
維
持
す
る
の
に
必
裂
な
所
得
を
与
え
る
こ
と
一
、
「
適
当
な
川
活
の
維

持
を
阿
る
こ
と
」
で
あ
る
と
分
析

ν
、
新
来
と
し
て
既
給
付
分
を
も
挫
除

し
え
な
い
こ
と
に
な
る
も
の
、
遺
族
年
金
は
損
害
の
補
境
と
は
熱
関
係
で

北法;;7(2' 246) i:J8 



あ
る
こ
と
、
保
険
料
の
一
部
を
被
保
険
者
自
身
が
負
担
し
て
い
る
こ
と
か

ら
考
え
て
、
そ
の
将
来
八
万
を
指
害
賠
償
額
か
ら
控
除
す
べ
き
で
は
な
く
、

む
し
ろ
拘
宵
賠
償
と
の
重
畳
的
取
得
を
一
♂
め
る
こ
と
が
制
度
の
趣
旨
に
九
円

致
す
る
と
指
摘
し
、
前
川
様
、
既
給
付
分
に
つ
い
て
も
控
除
を
不
叫
ト
と
す

る
見
解
に
達
す
る
も
の
が
あ
る
。
社
公
保
障
実
務
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
に
解
す
る
見
解
が
主
持
き
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
バ

四

判
旨
の
検
討

民事判例研究 (1) 

本
判
決
の
判
じ
円
は
、
不
法
行
為
の
被
害
者
が
年
余
の
受
給
権
者
で
あ
っ

た
場
合
と
す
つ
で
な
か
っ
た
場
合
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
支
給
の
確

定
し
た
宜
成
年
八
ゅ
に
つ
き
、
被
害
者
的
逸
夫
利
椛
全
般
と
の
関
係
で
損
益

相
殺
的
な
調
整
を
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
コ
こ
の
ほ
か
、
判
旨
は
、
職
権

で
も
っ
て
、
造
技
年
全
写
に
つ
き
、
受
給
権
首
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
支
給

を
受
け
て
い
な
い
有
と
の
関
係
で
も
祁
話
相
殺
的
な
調
整
が
な
さ
れ
た
結

果
と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
服
審
の
判
断
に
違
法
が
あ
る
骨
判
示
し

た
ο

こ
の
よ
う
に
判
己
円
は
、
遺
族
年
余
搾
除
の
要
f
h

門
及
び
そ
の
範
凶
に
閲

す
る
問
題
に
つ
い
て
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ま

ず
、
控
除
の
要
行
に
つ
い
て
検
芯
〕

(
1
1
次
い
で
、
控
除
の
主
鋭
的

範
凶
三
)
、
控
除
の
存
観
的
範
囲

(
3
」
、
作
除
の
叶
間
的
範
岡

(
4
)

の
分
類
に
沿
っ
て
、
順
に
検
討
す
る
。

1

ま
ず
、

遺
族
汗
金
控
除
の
要
併
に
閑
し
亡
、
判
己
円
は
、
千
成
五
年

判
決
を
引
刑
し
て
、
担
話
相
殺
的
利
整
を
更
す
る
と
す
る
。
損
益
相
殺
的

剥
整
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
、
へ
た
が
、
こ
れ
ま
で
揖
益
相
殺
的
調
整
を

す
べ
き
と
さ
れ
も
の
は
、
川
化
fL
被
出世
話
が
退
職
午
ん
の
会
給
権
者
な
い
し

障
害
年
金
の
支
給
権
者
で
あ
っ
た
事
索
で
あ
っ
た
た
め
、
似
害
賠
償
と
し

て
算
定
さ
れ
た
逸
失
利
訴
は
、
年
企
の
受
給
権
良
失
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
年
ん
じ
の
戸
又
給
権
由
民
夫
を
逸
失
利
益
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
争
い
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
長
高
裁
は
こ
れ
を
山
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

喧
族
年
金
と
の
関
係
で
阿
賀
性
を
認
め
、
こ
れ
を
初
害
賠
償
績
か
ら
控
除

す
る
と
い
う
判
断
を
一
ボ
し
て
き
た
。
し
か
し
、
本
件
で
は
、
被
合
計
が
年

金
支
給
権
者
で
な
い
界
伎
の
労
働
者
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
逸
失
利
採
は

給
ワ
収
人
情
寸
を
基
慌
に
非
{
止
さ
れ
て
い
る
コ
そ
の
た
め
、
こ
の
給
ワ
収
入

等
に
恭
ワ
く
逸
失
利
益
と
造
技
年
金
と
の
同
に
は
川
質
牲
が
あ
る
か
否
か

が
問
題
と
き
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、
に
つ
い
て
、
判
己
円
は
、
叫
刊
に
理
市
川

を
不
す
こ
と
な
く
同
質
件
を
認
め
て
い
る
が
、
給
与
収
入
写
に
基
づ
く
逃

失
利
採
の
什
買
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
む
し
ろ
同
質
引
は
認
め
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

給
う
収
人
は
、
被
合
計
の
労
働
能
力
を
表
象
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

有
給
日
収
入
に
係
る
逸
失
利
益
も
ま
た
、
同
様
の
性
質
を
有
す
る
と
解
さ

北法57(2.247) 759 
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れ

る

他

h
、
遺
族
午
令
は
、
そ
の
給
付
の
目
的
が
遺
族
の
生
計
維
持
な

い
し
生
活
保
障
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
川
者
は
、
そ

の
日
的
機
能
に
お
い
て
同
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
J

さ
ら
に
は
、
帰

凶
主
体
の
不
致
も
問
題
で
あ
る
被
害
者
が
年
余
受
給
権
者
で
あ
ワ
た

場
合
も
本
刊
の
よ
う
な
給
日
所
得
者
で
あ
っ
た
助
作
も
、
不
必
行
為
に
よ

り
悩
害
を
被
っ
た
の
は
死
亡
し
た
被
古
者
自
身
で
あ
る
。
他
方
、
年
金
等

に
よ
り
利
訴
を
空
け
る
の
は
伐
さ
れ
た
遺
族
で
あ
る
じ
以
上
の
点
か
ら
す

る
と
、
本
刊
の
場
合
、
同
質
牲
が
あ
る
と
は
忠
わ
れ
な
い
、
で
は
、
判
己
円

は
、
と
の
よ
う
な
考
慮
か
ら
同
質
性
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
か

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
娯
合
船
償
端
本
の
相
続
構

成
に
混
乱
の
原
凶
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
行
の
損
害
賠
償
制
度
は
、
死

亡
し
た
被
芦
者
自
身
に
損
害
賠
償
請
求
権
が
充
生
し
、
こ
れ
が
相
続
に
よ

り
被
害
者
円
相
続
人
に
承
継
さ
れ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
3

相
続

構
成
に
よ
る
と
、
遺
族
が
相
続
に
よ
り
取
得
す
る
損
害
賠
憤
詰
求
権
は
、

化
亡
被
士
長
の
受
け
た
似
害
に
係
る
逸
失
利
益
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
遺

族
が
泣
族
年
金
の
支
給
を
受
け
た
場
人
円
に
は
、
損
失
を
受
け
た
、
一
干
体
、
と
利

持
を
d

受
け
た
ー
+
体
と
が
相
違
す
る
結
果
と
な
る
υ

し
か
し
、
実
質
的
に
見
る
と
、
被
主
計
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
遺

族
も
ま
た
似
害
を
被
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
つ
す
な
わ
ち
、

置
抜
が
被

害
首
の
汁
〈
じ
ゃ
給
ワ
等
に
よ
っ
て
ヰ
訂
を
維
持
し
て
い
た
場
合
に
は
、
被

合
計
の
死
亡
に
よ
ワ
て
、
冶
肢
は
そ
の
生
計
維
持
の
利
益
を
失
う
と
考
え

ら
れ
る
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
帰
属
ム
体
の
不
一
致
の
問
題
は
肝
泊
さ

れ
よ
う
c

そ
し
て
、
遺
族
年
金
給
付
の
円
的
・
機
能
に
鑑
み
る
と
、
そ
の

夫
わ
れ
た
生
計
維
持
の
(
則
待
)
利
/
血
は
、
遺
族
年
八
五
の
給
付
に
よ
り
填

補
さ
れ
う
る
も
の
と
解
さ
れ
、
こ
こ
に
同
質
引
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
刊
U
U
の
い
う
「
同
記
け
一
と
は
、
被
害
者
の
辿
放
が
失
っ

た
(
紋
合
計
の
給
H
J
収
入
等
に
基
づ
く
)
川
井
桁
持
の
利
益
「
H

損
失
)

と
遺
族

が

(
喧
版
年
分
の
受
給
に
よ
っ
て
)
得
た
月
計
維
持
の
利
持
と
の

同
質
性
を
ピ
昧
す
る
と
何
即
さ
れ
る
。
こ
の
よ
、
つ
に
理
解
す
る
と
、

最

而
裁

の
い
、
つ
「
桜
，
並
相
殺
的
調
整
」
と
は
、
山
由
牛
八
を
受
け
た
主
体
、
と
利
訴
を
乏

け
た
ー
+
体
と
が
相
違
す
る
川
崎
ん
門
に
お
い
て
、
そ
の
羽
小
へ
と
利
誌
と
が
卜
述

の
ぜ
昧
に
お
け
る
「
同
質
性
一
を
右
す
る
限
り
で
の
控
除
で
あ
る
と
い
え

よ
う
)
ま
た
、
こ
う
解
す
る
こ
と
で
、
従
来
的
裁
判
例
と
整
合
的
に
坦
併

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

次
に
、
内
除
の
存
観
的
範
阿
の
問
題
に
つ
い
て
検
川
す
る
υ

判
旨

は
、
年
八
小
平
寸
に
係
る
逸
史
利
羊
だ
け
で
な
く
、
給
与
収
入
写
を
含
め
た
逃

失
利
持
全
般
と
の
関
係
で
控
除
を
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
ο

平
成
ム
ハ
年
判

決
及
び
午
成
一
年
判
決
の
残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、

最
古
裁
と
し
て

初
め
て
判
断
を
不
し
た
も
の
と
し
て
、

E
要
な
意
義
を
有
す
る
ご
拾
う
収

入
情
"
を
含
め
た
逸
史
利
指
全
般
と
の
関
係
で
持
除
す
べ
き
と
の
げ
坊
は
、

北法;)7(2'248)7削



品

J
t
A
卜
、
批
判
的
見
解
の
多
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
判
旨
は
、
平
成

五
年
判
沃
及
び

wr成
一
年
判
決
を
引
肘

L
、
「
こ

ω
町
内
は
、
」
本
刊
の
よ

う
に
被
会
有
が
引
金
等
の
受
給
権
者
で
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
「
同

様
に
妥
当
す
」
る
ト
と
し
て
、
特
に
坦
白
を
一
ボ
す
こ
と
な
く
、
控
除
を
H
H
定

し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
最
同
誌
は
本
件
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
慮

に
よ
っ
て
作
除
を
肯
定
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
化
「
」
被
害
者
の
逸
失
利
益
の
性
質
を
吾
、
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
従
来
の
裁
判
例
で
は
、
被

3
首
が
干
金
受
給
権
者
で
あ
っ

た
た
め
、
遺
族
的
相
続
し
た
相
害
賠
償
額
か
ら
辿
族
年
金
等
を
控
除
し
な

い
と
、
作
余
の
一
市
取
り
を
容
認
す
る
結
果
と
な
り
、
ボ
人
門
珂
で
あ
る
と

い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
遺
族
年
金
の

給
付
な
い
し
給
与
収
入
写
に
係
る
過
失
利
益
の
州
統
に
は
、
被
主
主
的
遺

族
の
生
計
維
持
の
同
的
・
機
能
が
伴
、
っ
と
主
え
ら
れ
る
)
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
に
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
遺
族
の
損
失
を
観
念
す
る
こ
と
に

民事判例研究 (1) 

よ
っ
て
、
同
様
の

H
的
・
機
能
の
あ
る
遺
族
年
金
と
の
同
蛍
併
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
年
金
の
一
重
取
り
の
防
止
を
強
制
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
控
除
の
い
刈
象
は
年
金
等
に
係
る
逸
失
利
採
に
限
ら
れ
る
と

す
る
立
場
か
ら
一
歩
時
み
出
し
、
逸
失
利
益
九
般
に
つ
い
て
控
除
の
対
象

を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断

ν

た
も
の
と
辛
J

え
ら
れ
る
ご

と
こ
ろ
で
、
死
亡
松
山
玉
有
の
逸
失
利
掃
の
相
続
に
は
、
遺
族
の
生
計
維

持
の
門
的
・
機
能
が
あ
る
と
孟
ご
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
い
唱
肢
の
扶
養

と
し
て
の
側
同
で
あ
る
と
い
え
よ
う
υ

す
な
わ
ち
、
扶
養
利
益
は
、
「
被

主
将
が
死
亡
し
な
け
れ
ば
被
古
布
れ
か
ら
扶
世
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
利
揺
は
被

さ
い
引
が
死
亡
し
な
け
れ
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
逸
失
利
益
か
ら
支
山
さ
れ

る
」
関
係
に
あ
る
と
理
肝
さ
れ
る
と
す
る
と
、
尚
一
生
利
佳
の
相
続
に
は
扶

賓
の
機
能
が
付
、
っ
と
与
え
ら
れ
る
υ

そ
し
て
、
扶
養
と
い
う
観
点
か
ら
見

る
と
、

γ
成
五
年
判
決
は
、
死
亡
被
有
者
の
逸
失
利
拾
に
は
い
唱
肢
の
将
来

の
扶
量
判
持
分
も
ん
河
川
ま
れ
、
こ
れ
を
含
ん
だ
被
害
者
向
身
の
損
古
賠
償
市

求
権
を
槻
念
し
、
州
統
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
扶
養
利
益
分
に
つ

い
て
債
権
続
行
状
態
が
生
じ
る
じ
そ
こ
で
、
扶
長
利
併
の
喪
史
に
相
当
す

る
金
傾
が
被
扶
養
者
(
遺
族
)
に
文
弘
わ
れ
た
川
崎
ん
門
に
は
、
孟
複
填
袖
を

避
け
る
た
め
に
、
相
続
対
象
で
あ
る
損
害
賠
償
請
求
維
が
縮
減
す
る
と
捉

え
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
)
こ
れ
を
本
判
決
に
つ
い
て
当
て
は
め
て
み
る

と
、
扶
安
利
採
の
よ
技
失
に
相
当
す
る
ん
L
討
に
は
、
直
版
年
余
が
対
応
す
る
ο

置
民
年
ん
じ
給
付
の
生
計
維
持
・
生
活
保
障
機
能
に
鑑
み
る
と
、
遺
族
年
八
ふ

に
も
近
肢
の
扶
養
、
と
し
て
の
性
質
が
あ
る
と
号
、
ん
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
ご

そ
の
た
め
、
直
版
年
〈
1
相
当
額
が
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
限

り
に
お
い
て
は
、
本
判
決
と
午
成
五
年
判
決
と
を
枇
川
合
的
に
理
解
す
る
こ

と
が
ご
き
る
)

し
か
し
、
逸
失
利
益
に
つ
い
て
、
遺
族
の
扶
主
に
要
す
る
部
分
を
考
慮

北法57(2-249)761
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す
る
こ
と
な
く
、
逸
失
利
拾
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
ト
と
し

て
、
逸
夫
利
持
全
般
が
被
扶
蛍
打
の
パ
川
計
維
持
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
内
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
残
る
逸
失
利
訴
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
と
、
死
亡
被
害
者
の
逸
夫
利
詩
(
ぞ
の
崩
途
)
は
、
政
に
、

(a)

被
古
者
の
生
出
資
、

(b)
被
打
者
の
脊
修
的
支
問
、

(
C
)

被
包
占
の
貯

蓄
部
分
、

(d)
扶
養
の
た
め
の
支
山
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

の
う
ち
相
続
の
対
象
と
な
る
の
は
、

(
b
)
(
C
)
(
d
)

で
あ
る
じ
こ
の

点
に
つ
き
、
最
判
ポ
l

成
一
一
午
l
九
月
七
円
(
判
タ
ワ
同
五
号
二
口
頁
)

は、

(
d
)
の
扶
養
市
求
桂
を
辿
族
囚
有
の
利
裕
と
認
め
た
が
、
扶
養
利

訴
喪
失
に
よ
る
初
害
額
は
逸
失
利
訴
の
訟
と
当
然
に
阿
じ
瀬
と
な
る
も
の

で
は
な
い
と
し
て
、
〈
切
挟
援
者
の
牛
前
の
収
人
、
必
被
扶
養
者
の
生
計
維

持
に
允
て
ら
れ
る
部
分
、
ぺ
一
被
扶
長
話
各
人
の
扶
髪
利
格
的
比
卒
、
吃
一
被

扶
養
者
各
人
の
史
扶
長
朋
聞
な
ど
の
具
休
的
事
情
に
出

ν

て
鎮
定
す
べ
き

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
す
場
を
前
提
と
す
る
と
、
途
失
利
益
九
般
に

つ
い
て
被
扶
歪
話
の
小
引
維
持
に
充
て
ら
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
従
来

の
裁
判
例
及
び
本
判
決
の
判
断
は
妥
当
で
は
な
い
〔
遺
族
介
金
と
の
同
研
貝

性
を
有
す
る
損
台
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
は
扶
主
利
持
由
民
失
の
担

害
が
対
応
す
る
は
ず
で
あ
り
、
前
掲
最
判
平
成
二
年
九
川
ヒ
口
の
算
疋

方
法
に
よ
っ
て
、
逸
失
利
詐
山
げ
の
扶
養
利
益
一
分
を
具
休
的
に
算
定
)
た
上

で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
遺
族
汁
金
績
を
搾
除
す
る
と
い
う
論
証
を
粁
る
必

要
が
あ
っ
た
と
巴
わ

北法;)7(2'2日))762

控
除
の
主
観
的
範
阿
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
被
告
省
の
被
っ
た
損

会
叡
か
ら
本
件
の
辿
族
年
金
に
係
る
同
行
除
を
し
、
控
除
後
の
損
古
恥
償
請

求
権
を
遺
族
が
相
続
に
上
り
取
得
す
る
と
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺

族
年
金
の
受
給
権
者
で
な
い
長
X
に
つ
い
て
も
控
除
し
た
結
果
と
な
っ
て

い
た
。
こ
の
占
に
関
し
て
、
+
判
決
は
、
「
不
法
行
為
の
被
害
者
の
相
続

人
が
受
給
権
を
取
得
し
た
む
成
田
ー
ペ
年
金
等
を
指
古
賠
償
の
細
か
ら
控
除

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
現
に
そ
の
支
給
を
を
け
る
そ
給
権
苔
に
つ
い
て
の

み
こ
れ
を
わ
う
べ
き
も
の
で
あ
る
一
と
し
て
、
同
時
骨
引
の
判
断
に
は
法
令
解

釈
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
受
給
権
者
で

な
い
泣
肢
が
半
実
卜
そ
給
権
当
か
ら
十
円
拝
給
付
の
利
拾
を
宇
受
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
法
律
上
保
障
さ
れ
た
利
裕
で
は
な
く
、
受
給
佐
占

で
な
い
遺
族
の
い
制
害
賠
償
債
権
額
か
ら
右
享
受
利
益
を
控
除
す
る
こ
と
は

3 

つ
削
掲
最
判
昭
和
立
つ
ι
1
0
月
一
四

H
ご
と
併
す
る
の
が

相
当
で
あ
り
、

X
に
つ
い
て
控
除
を
術
だ
し
た
本
判
決
の
刊
日
は
妥
当
で

で
き
な
い

あ
る

のて十手
前のにな
段みつお
附 J主主
で除、こ
挫す各の
jì:'~ る桐 flj
すと続断
べい人か
きうにら
V布こ缶、すー

あと配る
るにしと
となた
もろ後遺
考うに族
え)イV
I 、沖ム
り)フ'"方

れの族の
る戸点イl' j主
が "-'(.こ金除
|期会は
そし給
のご栓 j員
J&は省't-
合、に買;'1
相つ情
逸続い{責
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牛
人
利
拾
の
算
定
に
お
い
て
、
遺
践
の
扶
養
に
比
す
る
部
分
を
H
ハ
体
的
に
合

定
し
た
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
遺
族
司
令
川
と
の
控
除
を
阿
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
控
除
の
客
倒
的
範
凶
に
ワ
い
て
も
同
機
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

私
見
ト
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
共
感
を
お
ぼ
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
年
企
の
身
専
凶
引
に
鑑
み
る
と
、
週
抗
弁
人
に
つ
い
て
の
挟
長
利

持
分
を
樟
定
し
た
う
え
で
、
遺
族
年
金
受
給
権
者
に
つ
い
て
の
み
料
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
、
え
ら
れ
る
か
ら
、
相
続
前
に
お
い
て
遺
族
ん
休
に

つ
い
て
の
扶
廷
判
訴
分
か
ら
控
除
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。

ま
た
、
本
判
決
の
よ
う
に
相
続
人
別
に
控
除
す
る
こ
と
は
、
過
失
利
益

賠
償
給
付
に
お
い
て
遺
伎
の

q
活
保
障
と
い
う
機
能
が
実
質
的
に
は
期
待

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
給
付
を
必
虫
と
さ
れ
る
省
ほ
と
、
そ
の

給
付
に
欠
け
る
と
い
っ
た
不
作
到
な
結
果
を
も
た
ら
す
場
台
も
あ
る
凸
も

一l川

指
摘
き
れ
る
)
こ
の
点
に
つ
き
、
近
成
年
企
の
受
給
権
者
の
観
点
か
ら
#

え
て
み
る
と
、
相
続
前
作
除
で
は
、
遺
族
全
体
の
損
害
賠
措
順
位
権
か
ら
遺

族
年
金
分
を
控
除
し
、

M
h
除
分
だ
け
縮
減
し
た
損
士
川
町
償
債
権
を
各
州
統

人
に
州
統
制
合
に

ωじ
て
分
割
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
呆
、
作
除
分

を
他
の
相
続
人
も
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
受
給
権
者
の
負
担
は
減
少
す

る
。
そ
う
す
る
と
、
遺
族
年
金
を
そ
の
受
給
権
者
か
ら
の
み
控
除
す
る
相

続
殺
控
除
に
比

ν

て
、
山
出
害
賠
償
額
の
で
問
に
お
い
て
受
給
権
計
に
と
っ
一
て

有
利
な
結
果
を
導
き
や
す
い
。
し
か
し
、
遺
版
年
分
の
身
由

J
M引
や
そ

の
結
呆
川
じ
る
重
複
填
補
を
許
び
し
て
ま
で
遺
族
介
金
の
受
給
権
者
を
保

越
す
る
必
裂
が
あ
る
か
は
問
地
で
あ
る
υ

遺
族
午
ん
じ
受
給
持
者
の
皆
保
よ

性
に
よ
り
そ
の
よ
う
な
結
論
を
ノ
時
く
こ
と
は
、
捧
持
せ
ざ
る
を
え
な
い
c

結
局
の
ト
と
こ
ろ
、
指
害
賠
償
請
求
権
の
相
続
的
構
成
を
前
提
と
す
る
限

り
で
は
、
判
己
円
の
よ
う
に
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
汁
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
じ

控
除
の
時
間
的
範
阿
に
つ
い
て
、
本
件
で
は
特
に
争
わ
れ
て
い
な

い
が
、
判
U
U
は
、
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
伴
P

だ
し
た
辿
族
厚
ヰ
司
令
九
を
作

除
す
べ
き
こ
と
を
明
示
す
る
c

こ
れ
は
、
控
除
の
範
囲
に
関
し
て
、
客
観

的
総
閉
止
ぴ
主
観
的
範
囲
と
と
も
に
重
要
な
論
占
で
あ
る
た
め
、
最
高
裁

と
し
て
の
14
場
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ

4 
い
て
、
最
古
裁
は
す
で
に
解
伏
流
み
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
口
同
弁
論
終
新
時
に
お
い
て
、

遺
族
刊
金
の
戸
又
給
権
が
確
定
し
た
か

否
か
と
い
う
点
の
み
を
慕
準
に
し
て
、
確
定
し
ご
い
な
い
分
に
つ
い
て
の

控
除
を
一
伴
的
に
否
定
し
、
遺
族
年
1
合
受
給
権
が
存
続
す
る
蓋
扶
一
件
が
ど

の
程
民
あ
る
か
と
い
う
、
将
来
予
想
さ
れ
る
事
実
を
一
切
考
愚
し
て
い
な

い
ο

そ
、
つ
す
る
と
、
い
頭
弁
論
終
結
後
に
、
遺
族
年
金
が
現
主
に
支
給
さ

れ
た
場
台
、
時
疋
判
決
後
の
事
情
は
と
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
に
つ

い
て
問
也
と
な
ろ
う
)
且州
市
裁
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
判
断
を
示

ν
た
こ
と

は
な
く
、
問
題
が
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

北法57(2.251) 763 
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最
後
に
検
寸
す
る

(
後
述
じ
)
。

五

遅
延
損
害
金
の
充
当
に
つ
い
て

遅
延
帰
台
余
発
生
の
時
期
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
十
日
く
は
請
求
時

と
解
し
て
い
た
が
(
大
刊
明
凶
一
今
年
一
一
月
八
日
民
集
七
巻
六
川
八
頁
て

そ
の
後
、
不
法
行
為
時
と
改
め
た
「
大
判
明
四
三
年
一
口
け
一

O
H民
料

六
輯
七
一
九
民
、
同
人

A
1
7
八
月
二
阿
円
民
録
一
口
相
川
九
三
頁
)
ハ

段
刊
唱
和
一
七
刊
九
月
四
日
川
氏
集

i

ハ
巻
九
号
一
八
一
一
川
一
只
が
、
不
法
行

為
に
基
づ
く
頃
合
船
憐
債
務
は
、
な
ん
ら
の
催
告
も
挺
す
る
こ
と
な
く
初

害
の
発
ペ
ー
と
同
時
に
遅
滞
に
陥
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
不

法
行
為
時
以
を
取
っ
て
い
る
。
学
説
も
、
白
地
当
な
請
求
の
あ
勺
た
同
な

い
し
訴
提
起
時
と
解
す
る
説
、
③
一
判
決
の
時
と
解
す
る
v品
、
一
ゆ
不
法
行
為
時

と
が
あ
っ
た
が
、
通
説
は
泊
一
不
法
行
為
叶
説
で
あ
る
。

2

本
刊
遅
延
組
主
人
い
の
充
当
に
関
し
て
、
そ
の
前
提
問
題
と
し
て
、

自
防
責
保
険
金
等
に
よ
っ
て
損
害
の
一
部
が
て
ん
補
さ
れ
た
場
介
に
、
て

ん
補
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
の
不
法
行
為
時
か
ら
文
払
口
ま
で
の
起
延
担

害
合
の
支
払
請
求
は
認
め
ら
れ
る
か
併
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
本
判
決
も
引
用
す
る
長
一
判
平
成
一
年
。
月
一
ハ
目
、

一1
九
川
八
日
が
こ
れ
を
肯
定
す
る
判
断
を
示
し
て
い

H

取
一
判
千
成
一

る
。
す
な
わ
ち
、
不
法
れ
為
に
基
づ
く
損
古
舵
償
債
務
は
、
山
間
合
の
発
生

と
同
時
に
何
ら
の
催
作
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
遅
滞
に
陥
る
も
の
で
あ
っ

北法;;7(2'2;;2)764

て
(
前
財
ロ収
判
昭
和
三
七
年
九
川
凶
口
)
、
後
に
白
賠
げ
ま
に
本
づ
く
保
険

金
の
支
払
い
に
よ
ワ
て
一
川
本
債
務
に
相
当
す
る
損
古
が
て
ん
補
さ
れ
た
と

し
て
も
、
右
て
ん
補
さ
れ
た
約
書
企
の
支
払
債
務
に
対
す
る
損
官
八
ん
牛
い

で
あ
る
事
故
の

H
か
ら
右
主
払
日
ま
で
の
遅
延
蝿
古
金
は
す
で
に
発
牛
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
巡
延
旧
日
官
金
の
支
払
請
求
が
制
限
さ
れ
る
理

自
は
な
い
。

次
い
で
、
遅
延
損
合
金
の
支
払
請
求
が
で
き
る
と
し
て
、
自
賠
責
保
険

企
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
額
に
つ
い
て
遅
延
組
害
金
を
充
当
で
き
る
か
と

い
う
同
地
が
川
じ
る
。

充
当
を
認
め
な
い
埋
山
と
し
て
は
、
同
賠
責
保
険
の
旧
を
n
存
?
'
疋
法
制
に

お
い
て
遅
延
杭
官
金
の
填
円
が
な
い
こ
と
や
ハ
賠
責
保
険
金
請
求
再
に
お

い
て
遅
延
掛
合
令
を
請
求
し
て
い
た
と
は
認
め
h

つ
れ
な
い
こ
と
(
前
焔
地

太
凶
立
判
平
成
七
年
立
川
一
六
日
交
民
一
八
巻
一
号
八
凶
六
頁
)
、
山
賠

責
保
険
は
fl賠
法
三
条
に
よ
る
責
任
を
て
ん
補
す
る
も
の
で
あ
り
遅
延
損

F
lμ

九
市
の
弁
凶
を
な
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
(
京
都
地
判
平
成
一
五
年
三
川

一
合
目
白
保
ジ
ベ

l
ナ

ル

五

一

号

T

計
百
八
)
な
と
が
い
十
げ
ら
れ
る
。

他
方
、
光
当
を
認
め
る
埋
白
と

ν
て
は
、
日
賠
責
保
険
金
の
支
払
い
は

被
害
者
に
対
す
る
関
係
で
は
加
害
者
の
損
会
院
情
債
務
の
支
払
い
と
同
制
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さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
民
法
四
九
一
条
項
に
従
う
(
大
阪
地
判
平
成

三
年
一
一
月
八
日
交
民
三
阿
巻
六
号
一
立
凶
九

R
与
さ
、
山
賠
責
保

険
の
責
仔
保
険
性
か
ら
保
険
企
は
加
古
朽
の
出
延
相
寄
金
債
務
の
支
払
い

に
も
光
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
元
本
に
充
当
す
る
と
い
う
明
不
燃

一
引
の
合
意
が
な
い
限
り
民
法
凶
九
条
に
従
う
(
東
京
地
判
平
成
一
五
司

六
月
一
ハ

H
判
時
一
八
八
号
利
口
氏
等
)
な
ど
が
あ
る
c

学
説
に
お
い
て
も
法
定
充
当
を
認
め
る
説
が
上
流
で
あ
る
じ
そ
の
珂
白

と
し
て
は
、
被
古
守
山
体
一
ぶ
と
い
う
制
度
片
的
か
ら
す
る
と
被
害
者
が
け
け
い
の

規
定
す
る
順
番
ど
お
り
に
充
当
す
る
こ
と
を
、
宣

Hrを
果
た
し
て
い
な
い

加
育
者
が
ど
針
{
止
す
る
埋
杓
は
な
い
、
白
恥
法
に
は
自
断
4
H
保
険
企
の
支
払

い
に
つ
い
て
民
法
四
九
一
条
の
内
容
を
を
更
す
る
規
定
は
な
く
自
賠
責
保

険
合
肉
体
も
そ
の
よ
う
な
効
力
を
ム
竹
し
な
い
、
な
ど
が
あ
る
。

本
判
決
は
、
遅
延
照
肯
金
の
支
払
い
話
求
が
で
き
る
以
上
、
民
法
問
九

条
一
取
の
法
定
允
当
に
関
す
る
規
定
が
適
附
さ
れ
、
自
際
宜
保
険
金
等

が
支
払
時
に
お
け
る
指
吉
金
の
一
正
本
及
び
遅
廷
損
合
金
の
全
部
を
消
滅
さ

せ
る
に
足
り
な
い
と
き
は
、
ま
ず
遅
延
似
害
金
の
支
払
債
務
に
充
当
さ
れ
、

伐
令
が
あ
る
と
き
は
一
川
本
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
判
断
し
て
お

り
、
前
コ
仙
の
よ
う
な
判
例
・

ωJ礼
か
ら
す
る
と
、
本
件
H

取
両
裁
は
そ
の
流

れ
に
沿
っ
た
も
の
と
一
ハ
え
る
ご
ま
た
、
川
賠
責
保
険
金
に
つ
い
て
は
、
ね

害
空
け
の
縛
り
は
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
同
保
険
分
の
丸
払
日
ま
で
の
全

は J円
な害
し、 lこ
で)，1
あす
ろ¥る
う州li
延
L j円
か詳
し金
なに
がま
らず
充
辿当
挟さ
年 IL
金る
カf ニ
レ守 よr

0) Iこ
よう
うい
にて
光は
当呉
契 ニか
C 酬

れ
る
か
は
問
題
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、

3

本
判
決
は
、
自
防
音
保
険
金
等
の
遅
延
損
合
金
へ
の
充
当
を
認
め

る
旨
判
示
し
て
お
り
、
日
賠
責
保
険
人
だ
け
で
な
く
辿
族
年
金
に
つ
い
て

も
民
法
凶
九
条
一
項
が
適
肘
き
れ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
民
法
川
九
一
条
一
瓜
が
債
務
の
汁
済
に
つ
い
て
の
法

定
充
当
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

哩
版
年
APV
の
よ
う
な
社
会
保
険
給
付
が

債
務
の
弁
凶
と
い
え
る
か
と
う
か
は
問
題
で
あ
る
c

同
賠
責
保
険
金
の
場

このると|挽寄こ弁法行
とでこは給ワと済ーは
にはとそ十j 宇がで六
なな♂はのでるであ条賠
ろい引量生制定こきる 償
う L 度めとると項責
かせく"のらを コ解二)イ工
とい、槌れけ他 Lωに保
孝ぜ民骨た a0JJ 、お険
えい i去、 H と、民け怜
ら同の門的す干十叫、るを
れ二条弁的りる公的保強
る“を i立をた/一保介険調
準充ケモゲ〉労険済企す
肘当にに災給充支る
ものすき保 jJ 当 Jムこ
し制るれ|績はのいと
く定なる法、規もに
はがとの 労定 i責よ
類当債で条働が務り
Jif然務あ」者 t園者被
適に者つなの用で合
財 i自のてど悩きあ者
す問弁、、祉れる詰

るさ j斉 tn各のるlJll 求
とれと害社 I門と害(
いる捉賠会進い音白
うもえ償保にうの除

北法57(2.25:;) 7GS 

ま
た
、
遅
延
相
亙
門
分
は
、
そ
の
，
削
捉
と

ν

て
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
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吉点延務き
貰に tTi省事
i呆つ害のトH
険い企責が
fZ て 11 めあ
と 、Hトにる
|叶本が帰こ
悦判売すと
し決中べを
たでしき却
のはな事 t
か、い由る一、
明どのにが、
らのむよ、
かよはる十十
にうなも会
さないの i!t
れ J!j!かと険
て卜H とい給
おでもえ付
ら社考なの
「会えい給
保らのイサ
同区五れで遅
題給る?あ ~:Iri
がイす むりは
残をこ
さ白の遅 i買

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
判
決
が
壇
族
年
令
に
つ
い
て
も
遅
延
出
書
ん
じ

に
充
当
さ
れ
る
と
し
た
こ
と
に
は
問
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
充
当
さ

れ
る
と
し
た
卜
で
、
さ
ら
に
本
判
決
を
牧
討
し
た
い
、

本
判
決
に
よ
る
と
、

遺
族
作
金
を
控
除
す
る
こ
と
の
で
き
る
茸
目
は
阿

質
引
の
あ
る
逸
失
利
益
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
遅
延
損
主
人
↓
に
つ

い
て
も
、
逸
夫
利
掃
の
vu
延
照
害
金
に
允
当
さ
れ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当

一郎

と
い
え
る
の
ご
は
な
い
だ
ろ
う
か
)
こ
れ
に
対
し
て
、
自
照
責
保
険
金
も

他
の
社
会
保
障
給
付
も
い
ず
れ
も
第
一
計
か
ら
の
支
払
と
み
れ
ば
、
川
川
省

を
別
異
に
犯
え
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
本
判
決
も
遅
延
損
古
金
が
付
さ
れ

る
べ
き
損
宵
を
特
に
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
遺
族
介
金
も
人
l

損
古

の
起
延
四
四
官
金
に
允
当
さ
れ
る
と
も
主
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、

「
て
ん
袖
き
れ
る
船
主
に
つ
い
て
も
一
遅
延
似
害
令
の
主
払
債
務
に
ま
ず

充
当
き
れ
る
と
判
不
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
て
ん
補
さ
れ
る
組
合
」
皆
目
、

イ
す
な
わ

ι逸
失
利
掃
の
起
延
損
害
金
に
允
当
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
も
で

r
%
一

長
ゴ
ト
↓
晶
、
ぺ
ノ
G
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さ
ら
に
は
、
本
件
に
お
け
る
遺
族
年
金
の
よ
う
な
年
金
ん
式
の
社
会
保

障
給
刊
で
は
、
支
払
日
が
数
|
同
に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
社
会
保
障
給
付

に
つ
き
支
払
日
を
特
定
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
逐
一
充
当
し
て
い
く
と
い

う
小
刀
法
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
計
算
方
法
は
、
あ
ま
り
に
も
慢
維
む
あ

rm~ 

る
た
め
、
実
務
上
、
妥
当
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
し
た
が
っ
て
、
木

判
決
は
、
日
賠
責
保
険
金
も
壇
族
干
令
も
い
ず
れ
も
第
一
マ
白
か
ら
の
V

〈弘

と
み
て
、
向
者
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
「
白
蛇
責
保
険
金
等
一
と
し
て
ん
で

損
害
の
遅
延
損
官
金
へ
の
充
当
を
認
め
た
も
の
と
理
併
す
る
こ
と
が
で
き

玄
旬
。

ノ、

本
判
決
の
射
担

本
判
渋
は
、

遺
族
苛
金
控
除
の
純
凶
に
閲
し
て
、
そ
の
主
観
的
範
阿
投

ぴ
時
間
的
範
岡
に
つ
い
て
従
来
の
判
断
を
川
引
刑
す
る
の
み
で
あ
り
、
特
に

最
高
裁
ー
と
し
て
新
た
な
判
断
を
不
し
て
い
な
い
。
と
す
る
と
、
本
判
決
の

新
た
な
判
断
は
、
控
除
の
客
倒
的
純
凶
の
一
点
に
尽
き
る
と
い
え
よ
う
。

被
害
者
が
支
給
を
受
け
る
べ
き
年
企
写
に
係
る
途
失
利
益
の
み
な
ら
ず
、

給
ワ
収
入
等
を
含
め
た
逸
失
利
指
全
般
と
の
関
係
で
控
除
を
す
べ
き
で
あ



る
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
い
か
な
る
逸
失
利
益
と
の
関
係
に

お
い
て
も
作
除
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
本
判
決
の
射
程
は
か
な
り
広
く
及

ぶ
と
解
さ
れ
る
c
遺
族
引
金
の
杵
除
を
肖
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

逸
失
利
益
に
つ
い
て
、
生
計
維
持
な
い
し
扶
養
の
目
的
・
絞
能
が
な
い
と

一
凶
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
そ
う
す
る
と
、
控
除
が
否
'
疋
さ
れ

る
の
は
、
被
害
占
り
受
一
け
て
い
た
社
会
保
障
給
付
等
が
身
専
制
的
な
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
吾
、
え
ら
れ
る
つ
今
後
は
、
持
団
世

朴
会
保
障
給
付
に
つ
い
て
、
そ
の
給
付
の
日
的
機
能
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
門
業
が
立
山
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、

七

お
わ
り
に

最
後
に
、
本
判
決
で
は
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。

民事判例研究 (1) 

将
来
支
給
さ
れ
る
分
の
辿
族
年
金
に
つ
い
て
、
請
求
民
議
の
訴
え
な
い

し
不
当
利
得
返
還
請
求
は
認
め
ら
れ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
遺
族
年
金
に
つ
き
、
将
来
給
付
下
d
E
分
を
控
除
し
な
い

と
の
判
決
が
碓
?
足
し
た
場
合
、
そ
の
け
頭
弁
論
終
結
後
に
、
遺
族
年
金
が

現
実
に
給
付
さ
れ
た
場
合
、
川
頭
弁
論
終
結
伶
の
事
実
関
係
を
理
的
、
と
す

る
請
求
川
弁
当
耐
の
訴
え
な
い
し
不
当
利
得
返
塑
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
行
か
と
い
う
問
題
が
ぺ
じ
る
つ

γ
成
主
刊
判
決
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
明
言
し
て
い
な
い
の
で
、
日
頭
弁
論
終
結
後
の
事
実
に
よ
り
、

精
算
を
許
存
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
長
期
に
わ
た
っ
て
、
紛
干
を

践
す
こ
と
に
な
り
、
裁
判
の
紛
争
解
決
機
能
を
著
し
く
附
害
す
る
こ
と
に

な
る
か
ら
、
話
求
異
議
の
訴
え
な
い
し
不
当
利
得
返
還
話
求
訴
訟
を
許
す

山町

こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
む
は
、
こ
の
見
解
を
前
徒
と
す
る
場
介
、
将
来
生

じ
う
る
事
情
に
つ
い
て
、
そ
の
蓋
然
刊
を
ど
勺
曜
に
入
れ
て
判
断
す
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
ハ
不

U
行
為

を
契
機
と
し
て
、
遺
族
に
対
し
遺
族
介
金
が
支
払
わ
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

加
育
者
の
責
任
が
縮
減
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
〕
将
来
支
給
さ
れ
る
分
に

つ
い
て
は
、
純
粋
に
保
険
者
と
辿
族
の
聞
の
問
題
で
あ
り
、
保
険
者
は
支

給
を
作
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
(
厚
年
法
制
。
条
写
)
、
実
Jd
上

停
リ
せ
ず
に
支
給
を
継
続
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
ワ
て
、
加
会
者
に
と
っ

て
何
ら
不
利
訴
と
な
る
も
の
で
も
な
い
υ

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
加
山
干
門

者
か
ら
の
請
求
異
議
り
品
え
な
い
し
不
当
利
得
返
還
請
求
を
脊
足
す
る

と
、
川
辺
族
の
生
計
維
持
の
た
め
の
給
付
に
よ
っ
て
、
加
害
者
の
責
任
が
不

戸引い

当
に
縮
減
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
到
民
百
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
将
来
給
付
分
に
つ
い
て
は
、
被
斗
平
円
半
什
に
利
す
る
結
県
と
な
ろ

う
と
も
、
社
会
保
障
制
度
の
担
旨
か
ら
し
て
、
容
認
す
べ
き
で
あ
ろ
、
つ
{
}
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判例研究

(
1
)
ト
ナ
成
五
年
判
決
の
評
釈
と
し
て
は
、
山
村
正
彦
-
v
ン
コ
リ
一
口

一
七
号
(
一
九
九
三
汗
)
六
七
頁
、
政
問
良
町
判
タ
八
五
号

二
九
九
一
午
」
石
八
貞
、
窪
田
充
見
・
法
救
五
九
号
(
一
九

九
一
年
)
九
六
員
、
藤
川
康
宏
判
例
セ
レ
ク
ト

M
F
九
九
凶

作
)
二
八
頁
、
山
岡
誠
一

『
γ成
五
年
皮
重
型
判
例
解
説
』
ジ
ュ

リ
一
口
凶
六
号
二
九
九
州
刊
)
九
口
頁
、
問
武
I
U

・
判
許
岡
三

凶
号
(
判
時
一
五
八
回
ケ
)
(
九
九
五
年
)
八
七
民
、
渡
涯

和
義
判
タ
九

O
阿
号
(
九
九
六
年
)
凶
八
頁
、
飯
村
敏
明
・

判
タ
λ
凶
一
号
二
九
九
七
司
)
(
リ
七
民
、
滝
搾
芋
丙

『最
両

裁
判
所
判
例
解
恥
民
事
篇
平
成
計
作
度
'
川
五
阿
頁
な
ど
が
あ
る
ご

(
2
)
千
成
一
一
宇
判
決
の
評
釈
ー
と
し
て
は
、
水
野
誠
・
法
教
一
=
一
八

号

三

C
C
C年
)
一
頁
、
菊
池
高
志
判
詳
五

0
0号
(
刊

時
七
一
八
号
)
(
一
口
(
一
口
刊
)
一
頁
、
市
敏
文
・
判
タ

。
三
一
号

(
0
0
0年
)
一
五
一
頁
、
佐
々
木
宗
晴

7
判
タ

O
六
五
回
勺
(
む
の
一
一
午
)
二
四
頁
、
同
村
健
一
郎
・
私
法

判
例
リ
マ

l
ク
ス
コ
ロ
勺
(
一
つ
つ
一
年
)
六
二
白
川
、
河
還
義
山
肌
(

『最
尚
裁
判
川
刊
例
解
説
民
事
情
平
成
十
一
作
度

(
|
)
L

立
九

凶
貝
な
ど
が
あ
る
υ

τ三
刈
透
・
前
掲
注

(
3
)
六
一
心
両
日
以
下
参
問
。

(
4
)
判
時
一
八
八
ハ
ロ
凶
八
頁
に
お
け
る
匿
名
コ
メ
ン
ト

(
5
)
λ
島
尚
一
一
「
交
通
用
出
円
賠
悩
訴
訟
に
お
け
る
慮
構
性
と
精
綴
性
」

判
タ
一
九
七
号
(
一

0
0六
年
)
一
一
氏

(
6
)
潮
見
佳
男

『不
法
行
為
法
』
(
町
山
社
、
〔
J
C
四
年
)

八
頁
。
な
お
、
市
複
領
補
-
併
行
給
付
の
問
題
に
閉
し
て
は
、
ン

ン
ポ
ン
ウ
ム
「
市
複
填
補
の
諮
問
題
」
交
通

U
研
究
一

0
1

一

号
二
九
八
一
年
)
、
山
田
誠
一
一
重
復
填
補
に
関
す
る
一
考
察

生
命
身
体
侵
害
に
お
け
る
組
合
航
憤
か
ら
の
併
行
給
付
の
作

除

」

『加
藤
一
郎
十
什
稀
現
代
社
会
と
民
法
学
の
動
向
(
下
)
し

(
有
斐
問
、
九
九
一
年
)
一
口
五
頁
以
卜
、
阿
「
正
複
填
袖
同

也
の
埋
論
と
羽
実
一

K
R
L
4
0
八
回
ケ
戸
一
九
九
年
)
一
口
一
点

以
下
、
丘
心
九
回
勺
二
九
九
年
)
一
七
良
以
「
第
一
析
か
ら

彼
害
者
へ
の
〈
1
銭
立
払
と
賠
償
額
」
私
法
五
カ
せ
(
一

λ
九
三
年
)

凶
一
今
一
貝
以
下
を
参
問
、
さ
れ
た
い
っ

(
7
)
平
井
寸
雄

『債
権
各
論
E

不
法
行
為
L

(

弘
丈
堂
、
九
九

一
年
)
一
阿
七
頁
は
、
腔
除
す
べ
き
か
否
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
給
付

の
な
ぺ
原
因
を
I

疋
め
た
法
律
の
況
定
の
趣
骨
ま
た
は
門
的
の
解
釈

に
帰
着
す
る
か
ら
、
こ
の
問
題
は
閉
山
話
相
殺
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら

除
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
つ

(
8
)
四
古
川
和
夫

副不
法
行
為
』
(
育
林
古
院
、
一
九
八
八
年
)
六
つ

一
頁
、
浮
川
崎
m
aテ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
事
務
管
珂
不
当
利
得
不

法

h
為
(
第
一
版
)
』
(
有
斐
問
、
一
九
九
六
年
)
三
!
ハ
頁
、

(
9
)
加
藤
一
郎

『不
法
行
為
〔
増
補
収
〕
』
(
有
斐
悶
、
一
九
七
判
刊
」

一
四
五
良
、
幾
代
、
血
(
徳
本
仲
一
補
一
計
)

E

不
法
行
為
法
-
(
有
交

問
、
九
九
一
一
年
)
一
八
凶
貞
υ

学
誌
山
ん
に
つ
い
て
は
、
松
浦
以

津
了
一
損
話
相
殺
」

『民
法
講
時
第
六
巻
事
務
管
珂
不
当
利

得

小

法

白

為
L

(

向
陽
堂
、
一
九
八
五
千
)

(

f

ハ
一
八
一
民
以
下
)
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民事判例研究 (1) 

を
参
照
さ
れ
た
い

(
日
)
四
宮
・
前
掲
注

(
8
)
六
口
一
白
川
、
平
井
前
掲
注

(
7
)

一

凹
ヒ
頁
、
岸
井
前
伺
注
「
8
)
一
一
六
氏
、
古
村
山
以

『不
法

行
為
法
(
第
一
一
版
と
(
有
斐
閥
、
一
0
0
五
年
)
一
六
つ
頁
υ

(
U
)
測
見
・
前
拘
注

(
6
)
一
一
一
一
七
頁
。

(
口
)
第
三
省
か
ら
の
給
付
!
と
指
益
相
殺
・
代
位
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
水
野
有
了
「
損
合
賠
償
に
お
け
る
第
三
者
か
ら
の
給
付
を
原

岡
?
と
す
る
持
除
」
判
タ
八
六
五
回
勺
(
一
九
九
計
年
)
阿
頁
、
長
久

保
守
夫
「
保
険
合
目
補
償
合
の
支
払
」

a
交
通
制
官
賠
償
の
基
礎

知
識
(
巻
)
』
(
育
林
骨
院
、
一
九
九
有
作
)
川
七
六
白
八
を
参
照

さ
れ
た
い
。

(
門
川
)
飯
村
・
前
掲
注
(
l
)
ひ
八
百
。

(
H
)
飯
村
・
前
掲
げ
は

(
1
)

口
八
百
(
。

戸
日
」
飯
村
・
前
掲
注
(
l
)
〈
〉
九
百
八
。

(
叩
山
)
飯
村
・
前
掲
注

(
I
)
O九白川
2

最
判
平
成
五
年
一
一
月
一
凶

日
の
判
例
苛
釈
に
お
い
亡
、
地
方
公
共
法
所
定
の
遺
族
年
1

合
に
つ

い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
厚
作
保
険
法
に
お
け
る
置
肢
年
金

に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
考
え
占
で
あ
る
υ

F

げ
」
渡
益
・
前
掲
注
(
l
)
T
1
0
頁
。

(
刊
日
)
四
宮
・
前
掲
げ
は

(
8
)
六
口
七
頁
。

(
刊
日
)
四
宮
・
前
掲
注

(
8
)
六
ひ
八
白
川
。

(
山
)
本
判
決
で
は
多
数
意
見
の
ほ
か
に
、
三
つ
の
反
刈
山
品
川
が
附
さ

れ
て
い
る
。
以
十
、
簡
単
に
紺
介
し
て
お
く
。
小
、
一
族
品
意
見
は
、

逸
失
利
誌
は
被
害
者
の
隊
働
能
力
を
某
促
と
し
て
考
え
る
べ
き
で

あ
り
、
退
職
苛
舎
は
そ
も
そ
も
そ
れ
に
該
当
せ
ず
賠
償
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
と
す
る
ご
②
同
部
件
藤
・
木
的
意
見
は
、
遺
族
年

余
は
返
職
年
〈
ー
を
来
礎
と
し
て
算
定
し
た
釘
害
発
生
と
川
一
の
原

凶
に
よ
る
利
益
と
は
い
え
ず
、
現
に
支
給
を
受
け
た
も
の
も
含
め

て
損
益
相
殺
的
な
調
牲
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
υ

③
味
村
意

兄
は
、
将
来
給
付
さ
れ
る
も
の
も
古
め
て
遺
族
年
入
品
の
現
在
績
を

控
除
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
不
確
実
怜
は
そ
の
制
偵
の
併
I

疋
に
当

た
り
、
勘
案
す
る
こ
と
を
必
以
と
す
る
に
と
ど
ま
る
と
す
る
の

(
社
)
山
川
村
・
前
掲
注

(
1
)

ハ
九
頁
、
藤
出
・
前
掲
、
正

(
1
)
六
四

R
。
潮
見
教
長
は
、
「
損
持
相
殺
的
調
整
」
の
問
題
は
重
殺
填
怖

の
部
分
問
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
(
潮
見
削
掲
注

(
6
)

一
七
百
(
)
じ

(
泣
)
杉
之
原
舜
「
許
釈
」
判
民
間
咽
3
八
王
貞
、
蕪
山
根
「
最
判
附

和
四
年
四
月
七
円
解
説
」

『最
前
裁
判
例
解
説
民
事
M

岡
昭
和
凶

一
年
度
』
五
九
七
頁
、
同
尾
桃
一
「
最
判
昭
和
五
つ
年
一
心
月
一

凶
口
解
説
」

副長
高
裁
判
例
解
説
民
事
桁
昭
和
T
1
0
年
度
'
四
i

ハ

五
頁
、
ハ
什
水
火
「
泣
校
年
金
」
判
タ
一
六
人
口
(
一
九
七
一
宇
)

一
心
七
貞
、
津
地
判
昭
和
一
一
ハ
年
一
一
月
一
つ
口
交
通
卜
民
昭
和

ヱ
ハ
年
七
三
九
頁
な
ど
じ

(
お
)
藤
凶
目
前
掲
注
(
l
)
?
八
四
頁
。

(
込
)
円
村
・
前
伺
注

(I)
七
一
頁

(
出
)
円
村
・
前
掲
注

(
I
)
七
頁
ハ

北法57(2.257) 769 



判例研究

(
お
)
時
岡
泰
「
最
判
昭
和
丘
一
年
有
月
一
七
日
m
t
A」
E

最
高
政
判

例
解
説
民
事
情
出
和
五
一
年
l

度
L

八
八
、
一
八
九
頁
参
昭

(
幻
)
州
遁
・
前
掲

(
2
)

六
一
一
一
頁

(
お
)
作
除
の
粁
間
的
羊
倒
的
時
間
的
範
岡
の
分
類
は
、

r木材
J

疋

「
報
告
」
文
通
法
研
究
一

O
H
一
号
(
九
八
一
年
)
一
七
円

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
阿
様
の
分
析
ア
プ
ロ
ー

チ
を
と
る
も
の
と
し
て
、
藤
田
削
掲
注
(

1

)

1

ハ
一
民
以
下
。

(
却
)
飯
村
・
前
閉
向
、
出

(I)

一
心
頁
。

(別
)

H

朕
出
・
前
掲
注

(
l
)

六
一
頁
は
、
年
〈
1
受
給
梓
山
武
夫
の
な
い

事
索
に
お
い
て
も
、
得
べ
か
り

L
給
与
生
?
と
遺
族
引
金
と
の
問
で

同
質
性
は
同
組
と
な
り
、
「
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
損
害
と
い
民

事
上
町
初
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
相
宵
と
が
同
性
画
で
あ
り
、
保

険
給
付
と
損
害
防
併
と
が
相
わ
け
補
完
引
を
布
す
る
悶
係
に
あ
る
場

什
、
つ
ま
り
、
財
f

汁
的
桜
害
的
、
っ
ち
消
板
間
刊
主
円
(
い
わ
ゆ
る
逸
失

利
前
)
」
(
前
掲
最
判
昭
和
六
一
年
七
月
一
口
円
)
と
遺
族
年
金
と

の
聞
に
も
同
質
引
は
存
在
し
う
る
と
し
て
、
得
べ
か
り
し
給
ト
h
J

所

得
か
ら
の
件
除
も
山
定
さ
れ
て
い
る
と
す
る
(
平
成
計
十
刊
決
に

お
け
る
塾
経
也
収
入
等
の
稼
働
に
よ
る
直
失
利
持
を
今
川
む
旨
を
折

摘
し
て
い
る
。
)
。

(
川
川
)
淀
川澄
・
前
掲
げ
は
(
お
)
川
九
頁
、
出
敏
文
「
不
法
h
為
と
年
全

給
付
」

『貞
家
最
古
裁
判
事
退
-H
配
念
論
文
集
'
(
い
民
事
法
情
報
セ

ン
タ
ー
、
一
九
九
石
作
)
川
一
一
頁
、
同
前
掲
所

(
2
」
一
五

f

ハ貝、

(
刊
記
)
波
退
・
前
回
向
注
(
口
)
五

O
頁。

(
お
)
州
遠
目
前
掲
注
(

2

)

?

ハ
三
目
。

(
ぬ
)
藤
山
・
前
伺
注
(

I

)

i

ハ

頁

(
お
)
北
河
降
之
「
損
持
相
殺
に
関
す
る
現
代
的
諮
問
脳
」
釘
害
保
険

制
究
五
ハ
巻
4
口
勺
二
九
九
立
年
)
九
九
氏
、
野
連
寛
太
郎
「
年

余
と
進
失
利

pph別
代
裁
判
法
体
系
6
-
交
通
事
故
「
(
判
日
本

法
規
、
一
九
九
八
刊
)
一
一
一
巳
貝
、
竹
内
純
一
「
損
益
相
殺
一

『現

代
裁
判
法
林
系
日
交
通
事
故
(
新
日
本
法
尻
、
一
九
九
一
八
咋
)

今
一
六
六
貝
な
と
を
参
出
…
さ
れ
た
い
。

(
お
)
平
成
立
年
判
決
で
問
題
と
な
っ
一
た
遺
族
厚
生
作
企
の
よ
う
な
年

合
形
式
の
社
会
保
障
給
付
は
、
件
偶
数
月
に
前

H
分
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
事
実
詐
口
頭
弁
論
終

結
時
に
お
い
て
支
給
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
部
分

に
つ
い
て
は
控
除
の
対
象
と
な
る
。

(
幻
)
な
お
、
宮
山
救
援
(
当
時
助
教
授
)
は
、
将
来
給
付
予
疋
分
を

控
除
し
な
い
と
し
た
ア
成
五
年
判
決
の
対
場
に
対
し
て
、
確
実
州
い

と
い
う
基
準
だ
け
で
は
解
決
し
得
な
い
大
き
な
問
担
を
や
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
か
と
折
摘
す
る
戸
窪
田
，

m掲
注
(
1
)
九
七
頁
)ο

(
泌
)
柿
島
美
子
「
最
判
昭
和
五
年
五
月
二
七
日
評
釈
一
法
協
九
ハ

巻
一
号
二
九
七
九
刊
)
八
八
頁
。

(
刊
日
)
岸
井
裕
「
ロ
眠
判
昭
和
同
年
内
川
七
日
判
批
」
民
尚
五
力
巻
五

号
(
九
六
七
年
)
七
六
四
良

(
釦
)
叶
岡
・
前
掲
注
(
お
)
八
五
白
川
、

北法;;7(2' 2;;8) i70 

同
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損
片
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求
と
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民事判例研究 (1) 

災
保
険
給
付
の
作
除
」
E

劃
-
実
務
U

民
ポ
訴
訟
講
座
イ
「
(
け
本
評

命
社
、
一
九
八
年
)
一
八
七
頁
、
「
森
定
「
H

取
判
昭
和
四
九
A
1

九
月
二
回
円
解
説
」
斗
父
通
事
故
判
例
百
選
〔
第
二
版
〕
別
冊
、
ン
ユ

リ
ス
ト
凶
八
号
二
九
七
五

1)

一
一
民
、
同
「
最
判
昭
和
五

。
年
。
月
一
四
日
評
釈
」
刊
タ
一
一
三
れ
号
(
九
七
ハ
年
)
九

七
氏
、
判
「
H

取
判
昭
相
ム
川
こ
れ
リ
ム
川

H
-
じ
日
解
説
」
判
タ
一
六
七

号
(
九
七
八
年
)
一
一
六
頁
、
藤
凶
・
前
拘
注
(
l
)
?
ハ
頁
な

し
F

}

C

(
引
)
青
谷
和
卜
ι
「
最
判
昭
和
川
一
年
凶
月
七
日
評
釈
」
リ
ル
律
の
ひ
ろ

ば
一
口
巻
一

C
号
(
九
六
七
年
)
一
八
百
、
一
号
二
九
ハ

七
年
)
一
九
百
ハ
ο

(
必
)
同
村
健
一
郎
「
最
判
附
和
五
一
住
l
i
月
一
七
日
刊
批
一
民
阿
仁

八
巻
三
号
(
九
七
八
年
)
一
ム
ハ
一
良
斉
藤
修
「
最
判
附
和
五

一
年
。
月
一
立
日
判
批
」
民
間
七
八
巻
?
ハ
ロ
ケ
二
九
七
八
年
)

八
一
今
二
百
も
、
厚
生
年
金
保
険
制
度
の
槌
己
円
か
ら

ν

て
、
以
害
賠

悩
の
請
求
と
厚
生
年
企
の
受
給
と
は
屯
の
補
頃
に
な
ら
な
い
と

し
て
、
同
株
の
見
解
を
不
す
c

(
幻
)
逸
失
利
拾
の
算
定
に
つ
き
、
稼
働
能
力
由
民
夫
説
此
び
所
得
喪
失

説
の
い
ず
れ
の
見
解
に
ー
止
っ
か
に
つ
い
て
は
、
川
県
八
諭
の
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
説
に
せ
よ
、
本
件
の
よ
う
な
給
与
川
得

の
場
合
に
は
、
逸
失
利
対
性
は
芯
め
ら
れ
る
。

(
叫
)
そ
の
他
に
も
相
続
構
成
に
よ
る
と
、
川
浩
族
は
、
被
害
者
の
精
神

的
制
害
に
刻
す
る
損
片
山
脈
情
品
求
権
(
慰
謝
料
請
求
権
)
も
取
得

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
逸
夫
利
拾
に
限
り
控
除
の
対
象
と
な
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
内
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
コ
な
お
、

慰
謝
料
請
求
権
の
相
続
の
問
也
に
閉
し
て
は
、
川
町
美
清
正
一
牛
命

伝
告
の
損
害
賠
償
請
求
権
と
そ
の
相
続
性
に
つ
い
て
」

『阿
中
誠

一
1
1
稀
現
代
商
法
学
の
諸
問
題
』

(T倉
害
出
、
一
九
ハ
ヒ
年
)

ハ
七
五
貝
以
上
、
川
井
健
「
尉
凶
謝
料
請
求
権
の
相
続
」
ジ
ェ
リ
五

0
0号
二

九

t
年
)
一
一
一
一
民
、
前
川
以
遠
明

『民
以
市
町
(
不

法
行
為
法
)
「
(
青
林
書
院
新
也
、
一
九
八
口
年
)
九
一
良
、
古
村

良
「
尉
山
謝
料
消
求
権
」

a
民
法
訟
座
第
六
巻
事
務
品
目
理
由
不

当
利
得
-
不
法
行
為
』
(
有
斐
悶
、
一
九
八
有
年
)
同
一
九
頁
、

森
島
唱
え

『不
法
行
為
法
訟
義
L

(

有
斐
問
、
一
九
八
七

1)
一

凶
八
頁
以
下
、
岸
井
・
前
掲
注
〔
自
)
二
凶
八
百
、
樫
凡
山
ノ
+
六
千

「
慰
謝
料
請
求
権
の
相
統
性
を
め
ぐ
る
問
題
」
E

川
本
民
法
学
の

形
成
と
課
題
下
ド
(
有
非
世
間
、
九
九
?
ハ
年
)
九
一
ト
し
民
以
下
、

北
川
善

K
郎

『民
法
講
宮
町
債
権
各
論
(
第
三
版
ご
「
右
玄
関
、

一
つ
つ
一
年
)
一
八
一
、
一
八
三
買
な
と
を
参
照
さ
れ
た
い
の

(
必
)
前
凶
陽
一
「
最
判

γ成
年
九
月
仁
川
許
釈
」
私
法
判
例
リ

マ
ー
ク
ス
一
凶
号
(
一

C
C
年
)
七
二
四
υ

(
剖
)
潮
見
・
前
出
向
注

(
6
)
凶
立
一

R
。

(
釘
)
こ
の
分
類
は
、
楠
心
不
安
雄
「
逸
失
利
益
の
持
定
」
実
務
民
事

訴
訟
講
座
3
』
(
円
本
評
論
社
、
一
九
六
九
司
)
一

λ
一
頁
に
よ
る
。

(
組
)
前
掲
最
判
平
成
一
年
九
月
七
円
は
、
不
正
行
為
当
時
、
妻
此

び
子
ら
を
扶
接
し
て
い
た
被
宵
者
に
は
、
多
鋲
の
負
債
が
あ
り
、
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判例研究

相
続
人
が
相
続
放
嘉
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
た
め
、
逸
失
利

益
の
算
定
に
つ
き
、
般
論
と
し
て
一
瓦
当
す
る
判
断
で
あ
っ
た
か

に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
中
な
検
社
を
注
す
る
本
判
決
の
判
例
評

釈
ー
と
し
て
は
、
本
町
本
・
判
例
評
品

1
0九
回
勺
(
判
時
七
阿
f

ハ

号
)
(
0
0
一
利
)
八
頁
、
岡
高
寛
貴
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー

凶
ハ
巷
五
回
勺

(
-
0
0
一
年
)
一
(
り
一
回
頁
、
浦
川
道
太
郎
村
山

淳
チ
賠
償
科
学
一
ト
し
ロ
ケ
戸
一
心
。
年
)
七
民
、
削
田
剛

掲、出

(
r
u
)

じ
り
頁
、
平
城
ぷ
子

ET
成
一
年
度
主
要
民
事
判

例
解
説
』
(
一
ひ
っ
二
A
1
)

七
八
頁
が
あ
る
。

(
叫
)
測
見
・
前
拘
注
(
日
)
川
凶
一
J

一
円
八
は
、
平
成
有
利
判
決
の
検
討

に
お
い
て
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
本
判
決
に

う
い
て
も
妥
ー
す
る
主
え
方
で
あ
ろ
う
、
な
お
、
制
見
教
授
は
、

こ
こ
で
、
相
続
構
成
が
そ
も
そ
も
前
理
的
に
依
綻
し
て
い
る
と
長

え
、
相
続
情
成
は
ム
再
検
斗
川
を
叫
し
、
扶
長
構
成
を
評
価
す
べ
き
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
っ
相
続
柄
成
と
扶
蛍
楕
成
と
の
閣
係
に
つ

い
て
は
、
四
宮
和
夫

『事
務
管
理
不
当
利
得
ギ
法
行
為
下
巻
』

(
青
山
科
書
院
、
一
九
入
計
年
)
れ
頁
以
下
、
森
品
前
掲
附

(
村
)
一
カ
六
白
円
以
、
倉
田
卓
次
「
相
続
構
成
か
ら
扶
養
構
成

へ一

回現
代
損
古
賠
償
法
講
座

7
'
(日
本
詳
論
社
、
一
九
七
四
年
)

九
三
頁
以
十
、
川
「
相
続
構
成
か
ら
扶
詫
構
成
へ
」
E

父
通
事
故

賠
償
の
話
相
L

(

刊
本
当
川
前
社
、
一
九
七
六
年
)
六
九
貝
以
下
、

平
汁
問
掲
沖

(
7
)

一
七
回
頁
以
卜
、
幾
代
剛
一
判
所

(
9
)

一
台
二
白
川
以
下
、
藤
村
和
夫
「
扶
主
構
成
の
た
め
の
一
試
論
」

a
H

島
平
蔵
教
授
古
析
記
念
民
法
、
干
の
新
た
な
展
開
-
(
成
分
堂
、
一

九
九
一
一
年
)
七
一
二
貝
以
卜
、
同

『
父
通
事
此
賠
償
理
論
の
新
展

開
-
(
円
不
評
論
社
、
一
九
九
八
年
)
七
九
百
以
下
、
潮
海
一

雄
「
相
続
構
成
と
扶
蛍
構
成
」

副所
・
現
代
損
害
賠
償
法
請
州
第

五
巻
市
人
通
事
故
L

(

円
本
評
論
社
、
九
九
ヒ
作
)
一
心
頁
以

卜
な
ど
を
参
附
さ
れ
た
い
。

(
日
)
若
林
・
後
刊
九
六
九
頁
は
、
被
古
朽
の
逸
失
利
誌
の
中
の
泣
族

の
扶
誌
や
生
計
維
持
に
当
て
ら
れ
る
べ
き
部
分
に
つ
い
て
も
、
相

続
法
湿
の
も
と
、
相
続
人
に
分
配
・
帰
属
さ
せ
る
べ
き
も
の
か
は

な
お
疑
問
が
伐
る
と
ば
て
、
相
続
の
前
段
階
で
の
作
除
が
妥
当
で

あ
る
と
す
る
。

(日
)
+
L
U
仲
・
後
川
九
ヒ

O
頁。

(
m
M
)

飯
村
・
前
掲
注

(I)

一
一
白
円
。

(
向
山
)
谷
川
知
平
ほ
か

『総
A
n
判
例
研
究
集
害
民
法
4
』
(
有
斐
閣
、

一
九
五
七
年
)
四
百
っ

(
込
)
戒
能
川
喧
孝

副債
権
各
品
』
(
厳
松
全
亭
ワ
仙
、
一
九
同

0
1
)
凶

i

ハ
六
頁
。

(
一
日
)
我
妻
栄
h

新
訂
位
協
性
総
論
』
(
岩
波
再
山
、
一
九
六
回

1)
一

口
品
川
頁
、
加
藤
・
前
掲
注

(
9
)

一
五
民
以
、
松
坂
休

『川氏

法
提
要
・
債
権
総
論
三
有
斐
問
、
九
八
一
年
)
ハ
七
頁
、
四
宮
・

前
掲
、
什
(
互
力
一
二
?
ハ
頁
、
幾
代
・
前
掲
、
正

(
9
)
一
三
六
頁
な

レ
ら

(
浦
)
古
笛
山
子
「
F

川
賠
責
保
険
に
お
け
る
遅
延
損
片
山
令
の
問
題
」
法
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律
の
ひ
ろ
ば
五
丘
巻
八
回
勺
(
一

O
O
-
-
年
)
七

O
H
C

(
一
ど
木
片
同
彦
ほ
か

『注
釈
自
動
半
指
古
賠
償
保
障
は
「
新
版
」
』
(布

斐
問
、
一

0
0
一
年
)
一
一
一
七
頁

(
お
)
尚
取
・
後
沖
七
O
R
υ

(
m
w
)

佐
野
後
注
一
一
ム
ハ
白
川
。

(
m
w
)

佐
野
・
後
片
一
一
ハ
貝
o

pm)
人
島
・
前
掲
注
(
5
)
一
一
一
七
頁
。

(
ぽ
)
佐
野
後
げ
一
一
一
六
民
は
、
こ
の
内
に
つ
き
、
「
当
事
者
の
意

識
と
し
て
は
社
会
保
険
給
刊
が
遅
延
似
害
〈
1

に
充
当
さ
れ
る
と
は

お
よ
そ
与
え
て
い
な
い
こ
と
が
通
常
で
あ
ろ
う
か
ら
、
何
故
こ
の

場
合
に
川
条
を
準
川
や
矧
排
適
刑
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
説
明
が

必
法
と
さ
れ
よ
う
一
と
指
一
泊
す
る

(
日
)
我
妻
・
前
掲
げ
は
(
「
日
)
口
一
頁
。

(
竺
佐
野
・
後
片
一
七
貝
。

(
目
別
)
出
取
・
後
山
内
七
心
頁
っ

(
山
川
)
品
取
・
後
沖
七
一
寸
R
。

(
灯
)
ト
人
島
・
前
掲
注
(
5
)
一
二
八
頁

(
郎
)
大
島
・
前
掲
、
止
(
一
〕
)
三
人
頁
、
同
取
・
後
注
七
一

R
d

F

山
町
」
飯
村
・
前
掲
注

(
l
)

一一両日。

(
刊
)
拍
池
・
前
掲
げ
は

(2)
川
ハ
頁
。

(
九
)
岡
村
・
後
沖
一
五
六
貝
。

(
絞
所
)
本
判
決
に
関
す
る
評
釈
研
究
と
し
て
は
、
日
村
耕
作
創

価
法
、
子
一
五
巻
一
号
(
二

0
0
五
年
)
一
四
七
円
、
同
取
真
理
子
・
判

タ
一
八
一
一
号
(
一
つ
つ
一
五
年
)

1

ハ
五
目
、
若
林
三
奈
目
民
高
二
三

巻
六
号
(
一

0
0
五
年
)
九
六
五
良
が
あ
る
そ
の
他
に
、
白
胎
責
保

険
金
へ
の
遅
延
損
古
余
の
充
当
に
関
し
て
、
位
野
誠
損
害
保
険
研
究

ハ
ヒ
巻
一
号
(
一

0
0
π
引
)
一
一
七
頁
が
あ
る
。
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